
土
砂
災
害
警
戒
呼
び
掛
け

同
通
信
の
取
材
に
対
し
て

「
日
付
の
変
わ
る
６
日
午
前

０
時
（
日
本
時
間
同
午
前
１

時
）
を
も
っ
て
実
施
す
る
」

と
説
明
し
て
い
た
。
こ
の
場

合
だ
と
時
差
の
関
係
で
中
国

が
米
国
よ
り
半
日
早
く
関
税

を
課
す
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。

　

米
中
双
方
は
年
間
５
０ 

０
億
ド
ル
（
約
５
兆
５
千
億

円
）
相
当
の
製
品
を
対
象

に
し
た
制
裁
措
置
の
う
ち
、

３
４
０
億
ド
ル
分
を
そ
れ
ぞ

れ
６
日
か
ら
先
行
実
施
す

る
。
制
裁
撤
回
の
兆
し
は
見

え
ず
、
世
界
首
位
と
２
位
の

経
済
大
国
が
全
面
対
決
に
突

入
す
れ
ば
、
日
本
を
含
め
た

　
【
共
同
】
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
し
て
、
近
畿
地
方

で
は
５
日
午
前
、
京
都
府
や
大
阪
府
の
北
部
地
震
の
被
災
地
、
兵
庫
県
で
計
約

７
万
３
千
世
帯
、
１
６
万
人
以
上
を
対
象
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、
山
間
部
な
ど

一
部
に
は
避
難
指
示
も
出
た
。
特
急
が
運
休
に
な
る
な
ど
交
通
に
も
影
響
が
及
ん

だ
。
８
日
ご
ろ
ま
で
大
雨
が
続
く
恐
れ
が
あ
り
、
気
象
庁
は
土
砂
災
害
や
河
川
の

増
水
な
ど
に
厳
重
に
警
戒
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

近
畿
に
大
雨
、
避
難
指
示
も

午
後
１
時
１
分
）
以
降
に
始

ま
る
と
み
ら
れ
る
。
米
中
の

制
裁
関
税
は
同
時
に
発
動
さ

れ
る
。

　

米
国
が
仕
掛
け
て
き
た
高

関
税
措
置
に
対
抗
す
る
と
の

立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
国
際
世
論
を
味
方
に
つ

け
た
い
思
惑
が
あ
る
と
み
ら

れ
る
。

　

中
国
財
政
省
は
３
日
、
共

　
【
北
京
共
同
＝
西
川
廉
平
】

中
国
税
関
総
署
は
５
日
に
声

明
を
出
し
、
６
日
に
発
動
す

る
米
国
製
品
に
対
す
る
追
加

関
税
措
置
に
つ
い
て
「
米
国

の
追
加
関
税
の
効
力
が
発
生

し
た
後
に
（
中
国
は
）
実
施

す
る
」
と
明
ら
か
に
し
た
。

中
国
の
追
加
課
税
は
、
米
国

が
課
税
す
る
現
地
の
６
日
午

前
０
時
１
分
（
日
本
時
間
同

対
抗
を
強
調
、
国
際
世
論
意
識

３府県１６万人に避難勧告日
本
時
間
６
日
午
後
に
同
時

中
国
、
米
発
動
後
に
追
加
関
税

も
ん
じ
ゅ
燃
料
処
理
数
千
億
か

廃
炉
総
額
１
兆
円
超
も

内
閣
不
信
任
案
１
０
日
に
も
提
出

立
民
、
首
相
外
遊
狙
い

古
里
再
生
誓
い
、
追
悼

１
１
０
０
人
避
難
、
復
旧
半
ば

　
【
共
同
】
廃
炉
が
決
ま
っ

て
い
る
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
（
原
子
力
機
構
）
の

高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ

（
福
井
県
）
を
巡
り
、
使
用

済
み
燃
料
の
処
理
に
数
千
億

円
以
上
か
か
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
５
日
、
関
係
者
へ

の
取
材
で
分
か
っ
た
。
政
府

は
も
ん
じ
ゅ
の
廃
炉
費
用
を

３
７
５
０
億
円
と
試
算
し
て

九州北部の豪雨から１年を迎え行われた福岡県朝
倉市の追悼式で献花する遺族ら＝５日午前（共同）

（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）燃
料
は
４
〜
９
％

で
、
輸
送
費
な
ど
を
含
め
処

理
費
用
は
１
体
約
１
０
億

円
。

　

機
構
関
係
者
に
よ
る
と
、

も
ん
じ
ゅ
の
燃
料
は
小
型
だ

が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
１
６
〜

２
１
％
で
、
通
常
の
数
倍
以

上
の
処
理
費
が
か
か
る
と
い

う
。
も
ん
じ
ゅ
に
は
未
使
用

の
も
の
も
含
め
る
と
処
理
対

象
に
な
る
燃
料
は
約
５
４
０

体
あ
り
、
費
用
は
数
千
億
円

以
上
に
な
る
見
通
し
だ
。

　

原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料

か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
を

回
収
し
、
再
び
燃
料
と
し
て

使
用
す
る
再
処
理
を
委
託
さ

れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
業
者

に
も
、
も
ん
じ
ゅ
の
使
用
済

み
燃
料
を
処
理
で
き
る
施
設

は
な
く
、
対
応
に
は
新
設
が

必
要
と
い
う
。

　

同
機
構
は
２
２
年
度
ま
で

に
処
理
方
法
を
決
定
し
、
燃

料
を
取
り
出
す
計
画
。
機
構

関
係
者
は
「
具
体
的
な
処
理

方
法
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

現
実
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
業

者
と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

世
界
経
済
全
体
に
打
撃
を
与

え
そ
う
だ
。

　

中
国
商
務
省
の
高
峰
報
道

官
は
５
日
の
記
者
会
見
で

「
時
代
の
流
れ
に
逆
ら
っ
た

米
国
の
貿
易
覇
権
主
義
に
中

国
が
屈
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
強
調
。「
断
固
と
し
て
国

家
と
人
民
の
利
益
を
守
る
」

と
述
べ
た
。

　

米
国
は
中
国
の
知
的
財
産

権
侵
害
を
理
由
と
し
て
、
自

動
車
や
情
報
通
信
技
術
関

連
製
品
な
ど
８
１
８
品
目
に

関
税
を
上
乗
せ
す
る
。
中
国

は
報
復
と
し
て
米
国
か
ら
輸

入
す
る
大
豆
や
牛
肉
な
ど

５
４
５
品
目
に
追
加
課
税
す

い
る
が
、
燃
料
処
理
費
は
含

ん
で
お
ら
ず
、
廃
炉
の
総
額

は
１
兆
円
を
超
え
る
可
能
性

が
出
て
き
た
。

　

も
ん
じ
ゅ
の
燃
料
は
毒
性

の
強
い
放
射
性
物
質
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
多
量
に
含
み
、
国

内
外
に
処
理
で
き
る
施
設
は

な
い
。
海
外
の
業
者
に
高
額

で
委
託
す
る
し
か
な
く
、
施

設
の
新
設
も
含
め
莫
大
な
費

用
が
か
か
る
と
い
う
。

　

も
ん
じ
ゅ
は
使
っ
た
以
上

の
燃
料
を
生
む
「
夢
の
原

子
炉
」
と
し
て
期
待
さ
れ
、

１
兆
円
を
超
え
る
国
費
が
投

入
さ
れ
た
が
、
相
次
ぐ
ト
ラ

ブ
ル
で
ほ
と
ん
ど
実
績
を
上

げ
な
い
ま
ま
長
期
停
止
。
政

府
は
２
０
１
６
年
、
再
稼
働

す
る
場
合
の
安
全
対
策
に

約
６
千
億
円
が
必
要
と
試
算

し
、
費
用
対
効
果
の
問
題
な

ど
か
ら
廃
炉
を
決
め
た
。

　

原
子
力
機
構
に
よ
る
と
、

使
用
済
み
燃
料
の
処
理
費
用

は
、
含
有
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
量
で
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
通
常
の
原
発
で
使
わ
れ

た
燃
料
に
は
１
％
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ

を
再
処
理
し
た
ウ
ラ
ン
・
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物

「
美
し
い
顔
」

を
無
料
公
開

参
考
文
献
非
表
示
で
講
談
社

る
。

　

米
国
は
残
り
の
１
６
０
億

ド
ル
相
当
も
準
備
が
整
い
次

第
、
発
動
す
る
方
針
。
そ
の

場
合
、
中
国
も
同
規
模
の
報

復
を
行
う
予
定
だ
。

　

両
国
間
の
制
裁
合
戦
は
、

こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
恐
れ

が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

は
中
国
が
報
復
措
置
を
打
ち

出
せ
ば
、
さ
ら
に
２
千
億
ド

ル
相
当
の
中
国
製
品
を
対
象

に
１
０
％
の
追
加
関
税
を
課

す
方
針
と
し
て
お
り
、
対

象
品
目
の
選
定
を
進
め
て
い

る
。
中
国
も
対
抗
策
を
検
討

中
で
、
緊
張
緩
和
の
糸
口
は

全
く
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

　

神
戸
市
中
央
区
で
は
土
砂

崩
れ
が
発
生
。
近
く
の
飲

食
店
店
主
佐
伯
慈
紀
さ
ん

（
３
７
）
は
「
か
み
な
り
の

よ
う
な
『
ド
ー
ン
』
と
い
う

音
が
し
て
外
に
出
る
と
、
土

砂
崩
れ
が
起
き
、
水
が
流
れ

出
て
い
た
」
と
驚
い
た
様
子

で
話
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る
と
、

特
急
列
車
の
し
ら
さ
ぎ
や
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
、
び
わ
こ
エ

ク
ス
プ
レ
ス
な
ど
が
運
休
。

ま
た
、
北
陸
線
や
東
海
道
線

（
琵
琶
湖
線
）
で
も
遅
れ
や

運
休
が
発
生
し
た
。
西
日
本

高
速
道
路
に
よ
る
と
、
新
名

神
高
速
道
路
は
川
西
―
高
槻

間
が
上
下
線
で
通
行
止
め
に

な
っ
た
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
６
日

に
か
け
て
近
畿
の
多
い
所
で

１
時
間
に
７
０
ミ
リ
の
非
常

に
強
い
雨
が
降
る
見
込
み

で
、
６
日
午
前
６
時
ま
で
の

２
４
時
間
雨
量
は
多
い
所
で

３
５
０
ミ
リ
と
予
想
し
て
い

　

避
難
勧
告
が
出
た
の
は

大
阪
府
の
計
約
１
万
２
千

世
帯
、
京
都
府
で
は
京
都

市
や
八
幡
市
な
ど
の
計
約

１
万
５
０
０
世
帯
、
兵
庫

県
で
は
計
約
５
万
１
千
世

帯
。
兵
庫
県
で
は
神
戸
市

３
万
９
千
世
帯
、
西
宮
市

８
５
０
０
世
帯
な
ど
が
対
象

と
な
っ
た
。
大
阪
府
茨
木
市

の
山
間
部
や
神
戸
市
に
は
避

難
指
示
が
出
た
。

　

兵
庫
県
猪
名
川
町
の
工
事

現
場
で
は
５
日
午
前
９
時
半

ご
ろ
、
作
業
員
３
人
が
排
水

管
に
流
さ
れ
た
。
救
助
さ
れ

た
が
、
１
人
が
死
亡
し
た
。

大
津
市
山
中
町
で
は
県
道
沿

い
の
斜
面
で
土
砂
崩
れ
が
起

き
、片
側
を
通
行
規
制
し
た
。

け
が
人
は
い
な
い
。
茨
木
市

は
５
日
朝
か
ら
市
民
に
安
全

確
保
を
促
し
た
。
担
当
者
は

「
先
月
の
地
震
で
地
盤
が
緩

ん
で
い
る
可
能
性
も
あ
り
、

早
め
の
避
難
を
呼
び
掛
け
て

い
る
」
と
話
し
た
。

の
石
詰
集
落
で
育
っ
た
看
護

師
小
嶋
好
美
さ
ん
（
３
４
）

は
「
み
ん
な
が
家
族
の
よ
う

な
間
柄
だ
っ
た
。
ま
た
住
め

る
よ
う
に
少
し
で
も
元
通
り

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。

　

１
年
前
、
朝
倉
市
で
観

測
史
上
最
大
の
１
時
間

１
２
９
・
５
ミ
リ
な
ど
記
録

的
な
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
、
高
齢
化
し
た
山
間
集
落

を
直
撃
し
た
。
両
県
で
土
砂

崩
れ
は
約
千
カ
所
に
上
り
、

推
計
約
２
０
万
ト
ン
の
流
木

に
よ
っ
て
家
屋
の
倒
壊
や
流

失
が
相
次
い
だ
。

　

仮
設
住
宅
や
民
間
賃
貸

住
宅
を
行
政
が
借
り
上
げ

た
「
み
な
し
仮
設
住
宅
」
な

ど
で
避
難
生
活
を
続
け
る
人

は
福
岡
１
０
３
２
人
、
大
分

９
４
人
。
入
居
か
ら
原
則
２

年
で
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、住
宅
確
保
が
急
が
れ
る
。

　

住
民
の
早
期
避
難
に
つ
な

げ
る
た
め
、
朝
倉
市
と
東
峰

村
は
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ

る
山
間
部
で
、
避
難
勧
告
の

発
令
基
準
を
見
直
し
た
。

　

国
は
被
災
河
川
の
応
急
復

旧
を
終
え
、今
後
５
年
間
で
、

川
幅
を
２
倍
に
拡
幅
す
る
工

事
や
砂
防
ダ
ム
の
設
置
な
ど

本
格
復
旧
を
進
め
る
。

　
【
共
同
】
立
憲
民
主
党
は

５
日
、
内
閣
不
信
任
決
議
案
を
早
け
れ
ば
１
０
日
に
衆
院

に
提
出
す
る
方
向
で
検
討
に

入
っ
た
。
枝
野
幸
男
代
表
が

幹
部
に
指
示
し
た
。
安
倍
晋

三
首
相
が
１
１
日
か
ら
予
定

し
て
い
る
欧
州
、
中
東
歴
訪

を
狙
い
撃
ち
す
る
格
好
。
た

だ
、提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、

首
相
は
予
定
通
り
外
遊
し
、

与
党
は
首
相
不
在
の
衆
院
本

会
議
で
速
や
か
に
否
決
す
る

構
え
。
帰
国
後
に
採
決
す
べ

き
だ
と
の
意
見
も
あ
る
が
、

法
案
の
処
理
に
影
響
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
。
立
民
は
他

の
野
党
と
も
協
議
し
、
提
出

時
期
な
ど
を
慎
重
に
見
極
め

る
。

　

立
民
の
辻
元
清
美
国
対
委

員
長
は
５
日
の
党
会
合
で
、

森
友
学
園
に
関
す
る
財
務
省

の
決
裁
文
書
改
ざ
ん
な
ど
一

連
の
不
祥
事
や
、
文
部
科
学

省
幹
部
に
よ
る
受
託
収
賄
事

件
に
触
れ
「
安
倍
政
権
は
不

信
任
に
十
分
値
す
る
」
と
明

言
し
た
。

　

併
せ
て
野
党
は
加
計
学
園

問
題
な
ど
を
巡
り
、
衆
参
予

算
委
員
会
で
首
相
が
出
席
し

て
の
集
中
審
議
を
求
め
て
い

る
と
強
調
。「
外
国
に
行
く

首
相
は
海
外
逃
亡
だ
。
戦
後

最
悪
の
内
閣
に
対
し
（
首
相

に
と
っ
て
）
一
番
嫌
な
時
に

不
信
任
案
を
出
さ
な
い
と
気

が
済
ま
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

国
民
民
主
党
の
大
塚
耕
平

共
同
代
表
は
記
者
会
見
で
、

不
信
任
案
へ
の
対
応
に
つ
い

て
「
白
紙
だ
が
、
不
信
任
に

値
す
る
と
の
認
識
は
共
有
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

外
遊
中
、
首
相
の
臨
時
代

理
は
麻
生
太
郎
副
総
理
兼
財

務
相
が
務
め
る
。
自
民
党

は
「
首
相
が
い
な
く
て
も
、

麻
生
氏
の
下
で
粛
々
と
処
理

す
れ
ば
い
い
」（
国
対
幹
部
）

と
し
、
外
遊
中
に
不
信
任
案

を
否
決
す
る
考
え
を
示
し

た
。

　

た
だ
、
大
島
理
森
衆
院
議

長
は
外
遊
中
に
不
信
任
案
を

処
理
す
れ
ば
「
あ
し
き
前
例

を
残
す
」
と
周
囲
に
難
色
を

示
し
て
い
る
。

　

首
相
が
帰
国
す
る
１
８
日

以
降
に
処
理
が
ず
れ
込
め

ば
、
２
２
日
の
国
会
会
期
末

ま
で
日
程
が
窮
屈
に
な
る
。

参
院
先
議
で
６
日
に
審
議
入

り
す
る
参
院
選
挙
制
度
改
革

を
巡
る
公
選
法
改
正
案
や
、

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
整
備

法
案
な
ど
の
審
議
に
影
響
が

及
び
そ
う
だ
。

　
【
共
同
】
福
岡
、
大
分
両

県
で
死
者
４
０
人
、
行
方
不

明
者
２
人
を
出
し
た
昨
年
７

月
の
九
州
北
部
の
豪
雨
か
ら

１
年
と
な
っ
た
５
日
、
被
災

地
で
は
住
民
ら
が
犠
牲
者
を

悼
み
、
古
里
再
生
へ
の
思
い

を
新
た
に
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
山
間
集
落
は

復
旧
の
見
通
し
が
立
た
ず
、

な
お
１
１
０
０
人
超
が
仮
設

住
宅
な
ど
で
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
早
期

の
生
活
再
建
と
と
も
に
、
災

害
へ
の
備
え
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。

　

最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た

福
岡
県
朝
倉
市
は
午
前
１
０

時
半
か
ら
多
目
的
施
設
で
追

悼
式
を
開
き
、
遺
族
や
住
民

ら
約
４
０
０
人
が
参
列
。
林

裕
二
市
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
心
に

刻
み
、
二
度
と
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
安
全
な
地
域
づ
く
り

に
全
力
を
挙
げ
た
い
」
と
復

興
を
誓
っ
た
。

　

遺
族
代
表
の
一
人
で
、
両

親
を
失
っ
た
井
上
洋
一
さ
ん

（
５
８
）は「
家
も
な
く
な
り
、

古
里
の
風
景
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
今
も
現
実
と
し
て

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
災
害
は
ひ
と
ご
と
で
は

な
い
。
残
酷
な
形
で
思
い
知

ら
さ
れ
た
」
と
語
っ
た
。

　

３
人
が
亡
く
な
っ
た
同
県

東
峰
村
も
追
悼
式
を
開
催
。

大
分
県
日
田
市
役
所
で
は
正

午
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
、

職
員
が
黙
と
う
し
た
。

　

被
災
し
た
山
間
部
で
は
集

落
ご
と
に
住
民
ら
が
集
ま

り
、
犠
牲
と
な
っ
た
人
た
ち

へ
思
い
を
は
せ
た
。
朝
倉
市

東
京
医
科
大
理
事
長
主
導
疑
い

入
試
不
正
、
学
長
と
指
示
か

　
【
共
同
】
私
立
大
支
援
事

業
を
巡
り
受
託
収
賄
容
疑
で

文
部
科
学
省
の
前
局
長
佐
野

太
容
疑
者
（
５
８
）
が
逮
捕

さ
れ
た
事
件
で
、
東
京
医

科
大
の
臼
井
正
彦
理
事
長

（
７
７
）
が
事
業
の
対
象
校

に
選
ん
で
も
ら
う
よ
う
前
局

長
に
依
頼
し
た
疑
い
の
あ
る

こ
と
が
５
日
、
関
係
者
へ
の

取
材
で
分
か
っ
た
。
鈴
木
衛

学
長
（
６
９
）
と
と
も
に
前

局
長
の
息
子
の
点
数
を
加
算

し
、
合
格
さ
せ
る
よ
う
入
試

の
実
務
担
当
者
に
指
示
し
た

疑
い
が
あ
る
こ
と
も
判
明
。

東
京
地
検
特
捜
部
は
既
に
医

科
大
か
ら
資
料
の
任
意
提
出

を
受
け
、
不
正
の
全
容
解
明

を
進
め
る
。

　

臼
井
理
事
長
と
鈴
木
学
長

は
聴
取
に
不
正
を
大
筋
で
認

め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
特

捜
部
は
証
拠
隠
滅
の
恐
れ
は

な
い
と
み
て
在
宅
の
ま
ま
捜

査
を
続
け
、
贈
賄
罪
で
の
立

件
の
可
否
を
検
討
す
る
。
首

脳
２
人
の
進
退
問
題
に
発
展

す
る
の
は
必
至
だ
。

　

東
京
医
科
大
の
広
報
担
当

者
は
「
地
検
の
捜
査
を
受
け

て
お
り
、
コ
メ
ン
ト
で
き
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
臼
井

理
事
長
は
、
東
京
医
科
大

を
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
」
の
対
象
校

と
す
る
よ
う
、
当
時
文
科
省

の
官
房
長
だ
っ
た
前
科
学
技

術
・
学
術
政
策
局
長
の
佐
野

容
疑
者
に
依
頼
。
佐
野
容
疑

者
は
、
そ
の
謝
礼
と
知
り
な

が
ら
今
年
２
月
に
実
施
さ
れ

た
医
学
部
医
学
科
の
入
試
で

息
子
を
合
格
さ
せ
て
も
ら
っ

た
と
し
て
、
受
託
収
賄
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
た
。

　

東
京
医
科
大
は
２
０
１
７

年
６
月
ま
で
に
、
が
ん
や
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
を
推

進
す
る
と
の
計
画
書
を
文
科

省
に
提
出
。
同
年
１
１
月
に

事
業
の
対
象
校
に
選
ば
れ
、

１
年
分
の
助
成
金
と
し
て

３
５
０
０
万
円
の
交
付
を
受

け
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
臼
井

理
事
長
と
佐
野
容
疑
者
は
、

受
託
収
賄
ほ
う
助
容
疑
で
逮

捕
さ
れ
た
医
療
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
元
役
員
谷
口

浩
司
容
疑
者
（
４
７
）
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
。

　

臼
井
理
事
長
と
鈴
木
学
長

は
い
ず
れ
も
東
京
医
科
大
出

身
。
臼
井
理
事
長
は
大
学
病

院
の
病
院
長
な
ど
を
務
め
た

後
、
１
３
年
に
理
事
長
に
就

任
。
鈴
木
学
長
は
副
学
長
や

図
書
館
長
を
経
て
、
１
４
年

に
学
長
に
就
い
た
。

　

臼
井
理
事
長
は
学
長
だ
っ

た
０
９
年
、
博
士
号
を
取
得

し
た
医
局
員
ら
か
ら
謝
礼
と

　
【
共
同
】
東
日
本
大
震
災

を
題
材
に
し
た
北
条
裕
子
さ

ん
の
芥
川
賞
候
補
作
「
美
し

い
顔
」
が
文
芸
誌
「
群
像
」

掲
載
時
に
参
考
文
献
５
冊
を

示
さ
な
か
っ
た
問
題
で
、
講

談
社
は
５
日
ま
で
に
、
同
作

の
全
文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
無
料
公
開
し
た
。
同
社
は

３
日
に
「
著
作
権
法
に
関
わ

る
盗
用
や
剽
窃
な
ど
に
は
一

切
当
た
ら
な
い
」
と
す
る
コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
、
作
品
の

公
開
を
告
知
し
て
い
た
。

　

同
作
は
今
年
の
群
像
新
人

文
学
賞
受
賞
作
。
石
井
光
太

さ
ん
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

「
遺
体
」
を
刊
行
す
る
新
潮

社
が
、
複
数
の
類
似
箇
所
を

指
摘
し
「
単
に
参
考
文
献
と

し
て
記
載
し
て
解
決
す
る
問

題
で
は
な
い
」
と
の
見
解
を

示
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
講

談
社
は
３
日
に
「
強
い
憤
り

を
抱
い
て
い
る
」
と
抗
議
の

し
て
現
金
や
酒
な
ど
を
受
け

取
っ
た
と
し
て
厳
重
注
意
処

分
を
受
け
た
。
大
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
科
研
費
な
ど

の
外
部
資
金
獲
得
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
」
な
ど
と
述
べ

て
い
る
。

九州豪雨１年

意
を
表
明
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
参
考
文
献

と
さ
れ
た
「
３
・
１
１　

慟

哭
の
記
録
」
の
編
者
で
東
北

学
院
大
教
授
の
金
菱
清
さ
ん

は
５
日
に
発
表
し
た
コ
メ
ン

ト
で
、
被
災
地
に
は
「
い
ま

だ
言
葉
に
も
出
せ
ず
、
一

人
で
黙
し
て
涙
し
て
い
る

人
々
」が
い
る
こ
と
を
指
摘
。

北
条
さ
ん
と
講
談
社
、
報
道

機
関
が
そ
う
し
た
人
々
に
ど

う
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
を

「
問
い
た
い
」
と
し
て
い
る
。

る
。
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企
業
家
ら
を
前
に
活
発
な
討
論

な
利
益
を
上
げ
て
い
た
と
さ

れ
る
代
表
格
の
ス
ペ
ラ
ン
ジ

ニ
容
疑
者
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社

の
内
部
調
査
で
不
正
が
摘
発

さ
れ
て
解
雇
さ
れ
た
後
に
Ｇ

Ｅ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
し
て
お

り
、
Ｇ
Ｅ
は
同
氏
逮
捕
は
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
時
代
の
不
正
に
よ

る
も
の
で
、
同
社
は
無
関
係

と
し
て
い
る
。

　

４
日
に
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

時
代
の
同
氏
の
右
腕
で
同
社

の
戦
略
資
金
担
当
役
員
の
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
ヌ
ン
ジ
セ

ン
容
疑
者
や
、
運
送
会
社
オ

ル
カ
ル
・
イ
ス
キ
ン
社
主
の

ミ
ゲ
ル
・
イ
ス
キ
ン
容
疑
者

ら
も
逮
捕
さ
れ
た
。
イ
ス
キ

ン
容
疑
者
は
昨
年
４
月
の
フ

ラ
ト
ゥ
ー
ラ
・
エ
ス
ポ
ス
タ

作
戦
で
逮
捕
さ
れ
た
が
、
ジ

ル
マ
ル
・
メ
ン
デ
ス
最
高
裁

判
事
が
人
身
保
護
令
を
適
用

し
、
保
釈
さ
れ
た
。
今
回
の

作
戦
は
、
昨
年
の
作
戦
後
も

不
正
が
行
わ
れ
て
い
る
事
が

判
明
し
、
敢
行
さ
れ
た
。

　

医
療
資
材
購
入
時
の
入
札

に
ま
つ
わ
る
賄
賂
は
、
国
内

　

お
よ
そ
２
千
人
の
企
業
家
の
前
で
主
要
大
統
領
候
補
が
経
済
政
策
を
披
露
す
る
、

全
国
工
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）
主
催
の
会
議
が
４
日
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開
か
れ
、
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
（
自
由
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）、
マ
リ
ー
ナ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
（
持

続
ネ
ッ
ト
・
Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
）、
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
（
民
主
労
働
党
・
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）、
ジ
ェ
ラ

ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）、
エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス
（
民

主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）、
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・
ジ
ア
ス
（
ポ
デ
モ
ス
）
の
６
人
が
討
論
を
行
っ

た
と
、
５
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

ず
、
会
議
後
に
ス
タ
ッ
フ
が
、

株
式
配
当
税
を
考
え
て
い
る

と
語
っ
た
。

　

会
議
に
参
加
し
て
い
た
企

業
関
係
者
か
ら
は
、
法
人
税

率
を
下
げ
て
も
、
経
済
が
活

性
化
し
、
雇
用
が
増
え
れ
ば
、

税
収
も
増
え
る
は
ず
と
の
声

も
出
た
。

　

ゴ
メ
ス
氏
は
、
為
替
の

他
に
金
利
に
つ
い
て
も
触
れ
、

「
二
つ
と
も
伯
国
の
工
業
の

発
展
を
妨
げ
て
い
る
」
と
批

判
。
公
的
銀
行
の
伯
国
銀
行

（
Ｂ
Ｂ
）
や
連
邦
貯
蓄
銀
行

（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）
を
使
っ
て

金
利
を
下
げ
る
と
し
た
。

　

企
業
関
係
者
は
、
金
利
を

下
げ
る
事
に
は
賛
同
し
た
が
、

金
利
を
下
げ
る
た
め
に
政
府

が
介
入
し
て
も
、
効
果
は
短

期
的
で
、
上
手
く
い
か
な
い

の
で
は
と
語
っ
た
。

　

事
業
融
資
の
金
利
引
き
下

げ
は
メ
イ
レ
レ
ス
候
補
、
シ

ウ
ヴ
ァ
候
補
も
言
及
し
た
が
、

両
氏
は
公
的
銀
行
の
使
用
は

語
ら
な
か
っ
た
。

　

改
正
労
働
法
に
関
し
て
、

シ
ウ
ヴ
ァ
候
補
は
「
い
く
つ
か

　

本
日
６
日
は
、
ブ
ラ
ジ
リ

ア
時
間
の
午
後
３
時
か
ら
、

伯
国
代
表
（
セ
レ
ソ
ン
）
対

ベ
ル
ギ
ー
戦
（
Ｗ
杯
準
々
決

勝
）
が
行
わ
れ
る
た
め
、
銀

行
は
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

の
４
時
間
営
業
と
な
る
。
郵

便
局
は
午
前
９
時
〜
午
後
２

時
、
州
交
通
局
（
Ｄ
ｅ
ｔ
ｒ

の
酷
い
部
分
を
見
直
す
」
と

し
、
ゴ
メ
ス
候
補
も
「
改
正

は
が
さ
つ
だ
っ
た
」
と
語
っ
た

が
、
一
部
聴
衆
か
ら
は
非
難

の
声
も
出
た
。ゴ
メ
ス
候
補
は
、

「
こ
う
な
る
と
分
っ
て
い
ま
し

た
よ
。
軟
弱
な
大
統
領
を
選

び
た
い
な
ら
、
耳
障
り
良
い

事
だ
け
言
う
候
補
者
か
ら
選

べ
ば
よ
い
。
信
頼
と
は
好
感

で
は
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
候
補
は
、
伯

国
経
済
に
お
い
て
、
国
家
の

力
を
弱
め
、
民
間
の
力
を
よ

り
活
か
す
こ
と
と
、
省
庁
削

減
を
訴
え
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
通
り
、
軍
関
係
者
を
今

以
上
に
要
職
に
就
け
る
事
も

約
束
し
た
が
、
聴
衆
か
ら
は
、

企
業
に
と
っ
て
最
大
の
関
心

事
、
例
え
ば
社
会
保
障
政
策

に
関
し
て
は
何
も
語
ら
な
い

大
統
領
候
補
が
経
済
政
策
披
露

の
銀
行
や
国
外
の
タ
ッ
ク
ス
ヘ

ブ
ン
（
税
金
が
課
せ
ら
れ
な

い
と
か
、
税
率
が
非
常
に
低

い
な
ど
、
企
業
な
ど
に
有
利

な
税
制
を
持
つ
地
域
）
の
銀

行
を
利
用
し
て
支
払
わ
れ
て

い
た
と
い
う
。

　
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
や
Ｇ
Ｅ
以
外

の
捜
査
対
象
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン

＆
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・

デ
ヴ
ァ
イ
ス
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

で
、
ダ
ミ
ー
を
含
む
３
０
超

の
会
社
が
関
わ
っ
て
い
た
よ

う
だ
。
連
邦
検
察
庁
の
フ
ェ

リ
ッ
ペ
・
ボ
ガ
ド
捜
査
官
は
、

「
民
間
企
業
が
競
争
原
理
を

悪
用
し
て
公
共
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
食
い
物
に
し
た
」
と
し

運
送
会
社
が
カ
ル
テ
ル
を
組

ん
で
不
正
入
札
を
行
い
、
最

大
で
契
約
額
の
４
０
％
の
利

益
を
得
て
い
た
と
い
う
疑
惑

の
摘
発
で
、「
磁
気
共
鳴
画

像
作
戦
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

検
察
に
よ
る
と
、

１
９
９
６
年
以
降
に
Ｉ
ｎ
ｔ

ｏ
が
購
入
し
た
資
材
の
入
札

で
は
、
２
０
０
６
〜
１
７
年

だ
け
で
１
５
億
レ
ア
ル
が
不

正
に
支
払
わ
れ
た
と
い
う
。

　

水
増
し
請
求
な
ど
で
不
正

　

リ
オ
州
で
４
日
、
同
州
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
（
Ｌ

Ｊ
）
の
一
環
と
し
て
、フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
・
メ
デ
ィ
カ
ル
元
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（
最
高
経
営
責
任
者
）
で
現

在
は
Ｇ
Ｅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
ア
ウ
リ
オ
・
ス
ペ
ラ
ン

ジ
ニ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル
容
疑
者

ら
、
２
０
人
が
逮
捕
さ
れ
た

と
５
日
付
伯
字
紙
な
ど
が
報

じ
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
の
は
、
同

州
保
健
局
（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
や
国

立
外
傷
学
研
究
院
（
Ｉ
ｎ
ｔ

ｏ
）
の
資
材
購
入
時
に
、
医

療
機
器
な
ど
の
製
造
会
社
や

Ｇ
Ｅ
の
役
員
ら
２
０
人
逮
捕

ボ
ー
イ
ン
グ
と
共
同
で
会
社
設
立

医
療
資
材
の
入
札
で
水
増
し
請
求

て
い
る
。

　

検
察
に
よ
る
と
、
民
間
企

業
は
、
自
社
製
品
に
特
化
す

る
よ
う
な
製
品
特
性
を
入
札

の
条
件
に
盛
り
込
む
な
ど
し

て
、
入
札
規
定
の
作
成
か
ら

入
札
、
落
札
、
契
約
の
全
段

階
に
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
。
捜
査
官
ら
は
、
こ

の
不
正
に
よ
る
被
害
額
は
計

算
不
能
だ
と
し
て
い
る
。

　

一
連
の
不
正
は
、
義
足
な

ど
を
供
給
し
て
い
た
ペ
ル
・
プ

リ
マ
社
役
員
の
レ
ア
ン
ド
ロ
・

カ
マ
ル
ゴ
氏
や
、
Ｄ
ｉ
ｘ
ｔ

ａ
ｌ
社
元
従
業
員
ら
の
報
奨

付
供
述
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

カ
マ
ル
ゴ
氏
に
よ
る
と
、
入

札
は
病
院
の
需
要
と
は
無
関

係
に
行
わ
れ
、
使
用
期
限
切

れ
の
在
庫
で
コ
ン
テ
ナ
二
つ
が

一
杯
だ
と
い
う
。

　

司
法
当
局
は
、
捜
査
対

象
の
企
業
や
個
人
の
資
産

１
２
億
レ
ア
ル
を
凍
結
し
た
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
候
補
が
法
人

税
引
き
下
げ
を
訴
え
、
シ
ウ

ヴ
ァ
候
補
が
テ
メ
ル
現
政
権

の
行
っ
た
労
働
法
改
革
に
は

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る

と
語
っ
た
時
に
は
企
業
家
た

ち
か
ら
不
満
の
声
も
聞
か
れ

た
が
、
現
実
路
線
で
〃
穏
健

左
派
〃
の
ゴ
メ
ス
候
補
も
、

昨
年
改
正
さ
れ
た
労
働
法
に

は
見
直
す
べ
き
点
も
あ
る
と

語
っ
た
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
候
補
は
、
米

国
の
法
人
税
引
き
下
げ
を
例

に
挙
げ
、「
米
国
に
倣
い
、
自

国
産
業
を
活
発
化
さ
せ
、
投

資
を
呼
び
込
ま
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
し
た
が
、
具
体

的
財
源
に
つ
い
て
は
明
言
せ

企業家のミゲル・イスキン容疑者（17年 4月のファトゥー
ラ・エスポスタ作戦で、Tomaz Silva/Agência Brasil）

ＣＮＩ主催会議で発言するマリーナ・シウヴァ候補
（Andre Carvalho / CNI）

労
働
法
関
連
発
言
に
不
満
の
声

エンブラエル

と
批
判
も
浴
び
た
。

　

論
争
の
中
心
は
、
為
替
介

入
と
経
済
基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ

ｌ
ｉ
ｃ
）
を
含
む
金
利
、
減

税
だ
っ
た
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
候

補
と
ジ
ア
ス
候
補
は
、
社
会

保
障
制
度
改
革
の
必
要
に
つ

い
て
も
語
っ
て
い
る
。

ａ
ｎ
）
や
ポ
ウ
パ
テ
ン
ポ
は

正
午
ま
で
。
Ａ
Ｍ
Ａ
特
別
診

療
科
や
保
健
所
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）

は
午
後
１
時
ま
で
だ
が
、
普

通
の
Ａ
Ｍ
Ａ
や
救
急
外
来
、

病
院
は
通
常
通
り
機
能
す

る
。
な
お
、
聖
市
で
は
６
、

９
日
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
末
尾
番
号
に
よ
る
乗
り
入

れ
規
制
は
解
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

セ
レ
ソ
ン
は
４
大
会
前
の

２
０
０
２
年
日
韓
大
会
決
勝

で
ド
イ
ツ
を
降
し
て
優
勝
し

て
以
来
、
０
６
年
ド
イ
ツ
大

会
は
準
々
決
勝
で
フ
ラ
ン
ス

に
負
け
、
１
０
年
南
ア
フ
リ

カ
大
会
は
準
々
決
勝
で
オ
ラ

ン
ダ
に
負
け
、
１
４
年
伯
国

大
会
は
準
決
勝
で
ド
イ
ツ
に

負
け
と
、
い
つ
も
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
欧
州
の
強
豪
国

に
優
勝
へ
の
道
を
阻
ま
れ
て

き
た
。
ベ
ル
ギ
ー
も
世
界
ラ

ン
ク
３
位
と
、
紛
れ
も
な
い

〃
欧
州
の
強
豪
国
〃
。
ベ
ル

ギ
ー
対
日
本
戦
で
日
本
を
熱

心
に
応
援
し
て
く
れ
た
伯
人

が
多
か
っ
た
の
も
、
本
音
は

「
ベ
ル
ギ
ー
は
避
け
た
い
」

の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
？

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
ア
チ
バ
イ
ア
市
の
サ

ウ
ロ
・
ペ
ド
ロ
ー
ゾ
・
デ
・

ソ
ウ
ザ
市
長
（
伯
国
社
会

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
が
、
公
立
校

に
学
用
品
を
納
入
す
る
業
者

選
定
の
入
札
に
お
い
て
詐
欺

を
働
い
た
嫌
疑
で
告
発
さ
れ

た
。
検
事
は
、
入
札
は
〃
出

来
レ
ー
ス
〃
だ
っ
た
と
し
、

同
市
長
と
関
係
者
５
人
の
資

産
、
計
１
２
０
０
万
レ
ア
ル

相
当
の
凍
結
を
要
請
し
た
。

市
長
は
疑
惑
を
否
定
し
、
捜

査
に
協
力
す
る
姿
勢
を
見
せ

て
い
る
と
い
う
が
、
公
教
育

を
〃
だ
し
〃
に
し
て
、
公
正

な
入
札
競
争
を
行
わ
ず
、
公

費
に
余
分
な
負
担
も
強
い
た

上
に
、
私
腹
を
肥
や
し
て
い

た
と
な
れ
ば
許
し
が
た
い
。

　
【
既
報
関
連
】
麻
疹
（
は

し
か
）
の
患
者
急
増
で
緊
急

事
態
宣
言
を
出
し
た
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
マ
ナ
ウ
ス
市
の
保
健

局
が
５
日
、
生
後
７
カ
月
の

男
児
が
麻
疹
で
死
亡
し
た
と

発
表
し
た
。

　

同
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
に
よ

れ
ば
、
男
児
が
住
ん
で
い
た

の
は
、
麻
疹
感
染
者
や
感
染

の
疑
い
の
あ
る
患
者
が
多
い

同
市
東
部
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・

テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
区
だ
。
男
児

が
高
熱
や
セ
キ
な
ど
の
症
状

を
見
せ
始
め
た
の
は
６
月

２
３
日
で
、
２
５
日
か
ら
は

入
院
し
て
治
療
を
受
け
て
い

た
が
、
助
か
ら
な
か
っ
た
。

同
君
は
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
か
っ
た
。

　

同
市
で
は
、
６
月
２
３
日

に
死
亡
し
た
９
歳
女
児
に
つ

い
て
も
、
感
染
の
有
無
を
確

認
中
だ
。
女
児
が
住
ん
で
い

た
の
も
患
者
や
擬
似
患
者
の

多
い
地
区
で
、
予
防
接
種
は

受
け
て
な
か
っ
た
。

　

同
市
で
は
麻
疹
感
染
が
確

認
さ
れ
た
患
者
が
２
７
１
人

お
り
、
８
月
の
予
定
だ
っ
た

予
防
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

前
倒
し
で
行
っ
て
い
る
。

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
で
の
麻
疹

に
よ
る
死
者
確
認
は
、
今
回

が
初
め
て
だ
。
同
州
以
外
で

は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
の
患
者

発
見
を
機
に
、
麻
疹
が
流
行

し
始
め
た
ロ
ラ
イ
マ
州
で
２

人
の
死
者
が
出
て
い
る
。

　

他
方
、
リ
オ
市
保
健
局
は

同
日
、
聖
市
で
麻
疹
と
診
断

さ
れ
た
リ
オ
連
邦
大
学
（
Ｕ

Ｆ
Ｒ
Ｊ
）
の
女
子
学
生
を
含

む
１
７
人
の
擬
似
感
染
者
に

つ
い
て
、
４
人
は
感
染
し
て

い
な
か
っ
た
と
発
表
。
同
日

付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ

ル
に
よ
れ
ば
、
最
初
に
麻
疹

と
診
断
さ
れ
た
学
生
は
同
州

ペ
ト
ロ
ポ
リ
ス
で
開
か
れ
た

学
生
の
会
合
に
参
加
し
、
他

州
か
ら
来
た
学
生
と
も
接
触

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
に

感
染
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

他
の
擬
似
患
者
１
２
人
も
全

員
Ｕ
Ｆ
Ｒ
Ｊ
の
学
生
で
、
市

民
へ
の
感
染
拡
大
の
可
能
性

は
低
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
昨
年
末
か

ら
提
携
交
渉
を
噂
さ
れ
て
き

た
、
米
国
の
航
空
機
製
造
会

社
ボ
ー
イ
ン
グ
（
Ｂ
）
社
と

伯
国
の
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
（
Ｅ
）

社
が
５
日
、
両
社
共
同
出

資
で
、
伯
国
に
商
用
機
製
造

会
社
を
設
立
す
る
と
発
表
し

た
。
同
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

共
同
出
資
会
社
（
ジ
ョ
イ

ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
の
資
本
金

は
４
７
億
５
千
万
ド
ル
で
、

出
資
比
率
は
Ｂ
社
８
０
％
、

Ｅ
社
２
０
％
で
、
Ｂ
社
の
出

資
金
は
３
８
億
ド
ル
、
Ｅ
社

は
９
億
５
千
万
ド
ル
だ
。

　

２
０
１
７
年
、
Ｅ
社

は
１
８
７
億
ド
ル
の
利

益
を
上
げ
、
そ
の
内
の

５
７
・
２
％
、
１
０
７
億
ド

ル
は
商
用
機
部
門
で
上
げ
た

も
の
だ
っ
た
。

　

両
社
は
「
今
回
の
合
意

は
、
Ｅ
社
の
商
用
機
製
造
事

業
と
、
Ｂ
社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
飛
行
機
購
入
後
の
サ

ポ
ー
ト
、
機
体
の
運
行
事
業

を
戦
略
的
に
統
合
し
た
企
業

を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
」
と
発
表
し
た
。

　

Ｅ
社
の
「
黄
金
株
」
を
所

持
し
、
議
決
権
を
持
つ
伯
国

政
府
は
、
両
社
の
合
意
を
無

効
に
す
る
権
限
も
持
っ
て
い

る
が
、
５
日
午
前
の
段
階
で

は
同
件
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を

発
表
し
な
か
っ
た
。
新
会
社

設
立
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
、

Ｂ
社
、
Ｅ
社
の
株
主
の
承
認
、

米
伯
両
国
の
株
式
市
場
監

査
機
関
の
承
認
も
必
要
と
な

る
。

　

こ
れ
ら
全
て
の
承
認
が

順
調
に
得
ら
れ
た
と
し
て

も
、
新
会
社
の
設
立
は
来
年

２
０
１
９
年
末
と
な
る
。

　

２
０
１
５
年
以
降
、
両
社

は
、
聖
州
サ
ン
ジ
ョ
ゼ
・
ド

ス
・
カ
ン
ポ
ス
市
で
飛
行
機

用
の
バ
イ
オ
燃
料
の
研
究
機

関
を
共
同
運
営
し
て
い
る
。

Ｅ
社
と
Ｂ
社
は
、
Ｅ
社
の
軍

用
空
中
給
油
機
／
輸
送
機
で

あ
る
、
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
Ｋ
Ｃ

―
３
９
０
の
輸
出
を
行
う
別

の
共
同
出
資
会
社
を
設
立
す

る
意
思
も
見
せ
て
い
る
。

　

今
回
の
両
社
の
合
意
は
、

飛
行
機
製
造
業
界
で
は
、
昨

年
１
０
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ア

バ
ス
社
が
行
っ
た
、「
カ
ナ
ダ

の
ボ
ン
バ
ル
デ
ア
社
の
事
業

会
社
へ
の
５
０
％
以
上
の
出

資
」
に
次
ぐ
規
模
の
事
業
提

携
だ
。

　

な
お
、
昨
年
１
２
月
２
１

日
に
Ｅ
社
と
Ｂ
社
の
合
併
の

噂
が
流
れ
て
以
来
、
Ｅ
社
株

は
７
月
４
日
ま
で
に
６
３
％

も
上
昇
し
て
い
た
が
、
両
社

が
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
設

立
で
合
意
と
の
報
が
流
れ
た

５
日
は
、
午
後
２
時
の
時
点

で
前
日
比
１
５
・
９
％
ダ
ウ

ン
し
た
。

　

２
０
２
１
年
よ
り
、
伯
人

旅
行
者
が
Ｅ
Ｕ
諸
国
（
シ
ェ

ン
ゲ
ン
協
定
加
盟
国
）
に
入

国
す
る
に
は
事
前
申
請
が
必

要
と
な
る
と
、
５
日
付
伯
字

各
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｅ
Ｕ
議
会
が
５
日
に
承
認

し
た
の
は
、「
ビ
ザ
（
査
証
）

が
免
除
さ
れ
て
い
る
国
の
人

も
、
渡
航
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
必
要
な
情
報
の
入
力
が

必
要
」
と
い
う
仕
組
み
だ
。

同
様
の
仕
組
み
は
既
に
米
国

の
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
あ
る
。

〃
欧
州
版
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
〃
は
、

欧
州
旅
行
情
報
認
証
シ
ス
テ

ム
（
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
と
呼
ば

れ
る
。

　

申
請
に
は
７
ユ
ー
ロ
が
必

要
で
、
ネ
ッ
ト
上
の
申
し
込

み
用
紙
に
、
個
人
情
報
、
旅

行
歴
、
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
な

ど
を
記
入
。
デ
ー
タ
は
Ｅ
Ｕ

が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
国
際
刑
事

警
察
機
構
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
も
照
合
後
に
承
認
す
る
。

承
認
さ
れ
る
と
、
３
年
有
効

の
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｓ
が
Ｅ
メ
ー
ル

で
送
ら
れ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
諸
国
に
パ
ス
ポ
ー
ト

だ
け
で
入
国
で
き
、
９
０
日

ま
で
滞
在
で
き
る
国
は
日
本

や
伯
国
な
ど
、
６
０
カ
国
以

上
あ
る
が
、
２
１
年
以
降
は

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｓ
取
得
が
不
可
欠

と
な
る
。

　

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
加
盟
国

は
、ド
イ
ツ
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス

ロ
バ
キ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ギ

リ
シ
ャ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
イ

タ
リ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ

ト
ビ
ア
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
マ
ル

タ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
チ
ェ

コ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス

の
２
６
カ
国
だ
。

外国為替市況
中銀サイトより

7月5日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.9339  R$
買　3.9328  R$

円相場
売　0.0355  R$
買　0.0355  R$

穏やかな選挙前哨戦
　

Ｐ
Ｄ
Ｔ
副
党
首
の
ゴ
メ
ス

氏
は
、
工
業
界
の
発
展
の
た

め
に
為
替
介
入
を
強
め
る
と

共
に
、
公
的
銀
行
を
使
い
、

事
業
融
資
の
利
息
を
引
き
下

げ
る
と
語
っ
た
。

マ
ナ
ウ
ス
で
麻
疹
に
よ
る
死
者

リ
オ
の
擬
似
患
者
は
１
３
人

資
本
比
率
は
８
０
％
対
２
０
％

ＣＮＩ
会議

リオＬＪ

保
健
関
連
の
汚
職
を
摘
発

（２）２０１８年 第５０３４号 ７月 ６日 （金曜日）

欧
州
版
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
制
定
へ

渡
航
前
に
事
前
申
請
が
必
要



３
２
都
道
府
県
で
確
認

し
て
い
た
医
師
ウ
ィ
リ
ー
・

パ
ー
カ
ー
氏
（
５
５
）
に
よ

る
と
、
同
州
は
最
貧
州
の
一

つ
で
経
済
的
な
事
情
か
ら
中

絶
を
選
択
す
る
患
者
が
多

い
。
大
半
は
黒
人
で
、
処

置
費
約
６
０
０
ド
ル
（
約

６
万
６
千
円
）
を
捻
出
す
る

の
す
ら
難
し
い
と
い
う
。

　
「
産
ん
だ
子
ど
も
を
飢
え

さ
せ
た
く
な
い
」。
中
絶
の

た
め
車
で
約
２
時
間
半
か
け

て
訪
れ
た
ジ
ャ
ス
ミ
ン
・
ガ

ス
パ
ー
ド
さ
ん
（
２
３
）
は

沈
痛
な
表
情
で
う
つ
む
い

た
。
病
気
が
ち
な
祖
母
と
６

人
目
の
子
を
産
ん
だ
姉
の
生

計
を
担
い
、生
活
は
苦
し
い
。

パ
ー
カ
ー
氏
は
「
中
絶
に

よ
っ
て
女
性
の
暮
ら
し
を
助

け
る
の
は
決
し
て
非
道
徳
的

で
は
な
い
」と
力
を
込
め
る
。

　

一
方
、
信
者
は
「
中
絶
は

罪
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
医

療
施
設
前
の
抗
議
活
動
に
毎

週
訪
れ
る
サ
ラ
・
ス
タ
サ
ム

さ
ん
（
２
１
）
は
「
神
か
ら

授
か
っ
た
命
を
奪
う
の
は
悲

劇
」
と
表
情
を
曇
ら
せ
る
。

「
育
て
ら
れ
な
い
な
ら
養
子

に
出
す
べ
き
だ
」
と
語
る
外

科
医
コ
ー
ル
マ
ン
・
ボ
イ
ド

さ
ん
（
４
６
）
は
血
の
つ
な

が
っ
て
い
な
い
子
ど
も
３
人

　
【
共
同
】
旧
優
生
保
護
法
（
１
９
４
８
〜
９
６
年
）
下
で
不
妊
手
術
を
施
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
個
人
名
が
記
載
さ
れ
た
資
料
が
、
３
２
都
道
府
県
に
５
０
９
０
人
分

現
存
し
て
い
る
こ
と
が
５
日
、
共
同
通
信
の
全
国
調
査
で
確
認
さ
れ
た
。
ほ
と
ん

ど
は
本
人
同
意
の
な
い
強
制
手
術
に
関
す
る
資
料
と
さ
れ
、
確
認
さ
れ
て
い
る
強

制
手
術
全
体
（
１
万
６
４
７
５
人
）
の
３
割
に
と
ど
ま
る
。
記
名
資
料
は
、
被
害

を
裏
付
け
る
貴
重
な
証
拠
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
自
治
体
側
に
は
積
極
開
示
が
求

め
ら
れ
る
。
一
方
、
資
料
が
な
い
人
へ
の
救
済
に
向
け
た
国
や
自
治
体
の
対
応
も

問
わ
れ
そ
う
だ
。

ほ
ぼ
強
制
、
現
存
３
割
の
み

汝
、
殺
す
な
か
れ
」。
保
守

的
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
多

く
暮
ら
す
南
部
ミ
シ
シ
ッ
ピ

州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
。
同
州
で
唯

一
中
絶
手
術
を
実
施
す
る
医

療
施
設
の
前
に
は
信
者
が

続
々
と
姿
を
見
せ
、
聖
書
を

片
手
に
声
を
上
げ
て
い
た
。

　

施
設
に
は
午
前
８
時
の
診

察
開
始
と
同
時
に
、
中
絶
を

望
む
女
性
が
護
衛
に
付
き
添

わ
れ
て
分
刻
み
で
入
っ
て
い

く
。
外
壁
は
黒
い
布
や
板
で

覆
わ
れ
、
信
者
の
声
に
妨
げ

ら
れ
な
い
よ
う
大
音
量
の
音

楽
が
流
れ
る
。

　

施
設
で
以
前
手
術
を
担
当

　
【
ジ
ャ
ク
ソ
ン
共
同
＝
高

木
良
平
】
人
工
妊
娠
中
絶
に

対
す
る
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の

厳
し
い
姿
勢
を
追
い
風
に
、

キ
リ
ス
ト
教
保
守
派
を
中
心

と
す
る
中
絶
反
対
派
が
勢
い

を
増
し
て
い
る
。
中
絶
は
米

社
会
を
二
分
す
る
問
題
で
、

保
守
派
の
目
下
の
狙
い
は
人

工
妊
娠
中
絶
を
合
憲
と
し
た

１
９
７
３
年
の
連
邦
最
高
裁

判
決
を
覆
す
こ
と
だ
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
に
よ
る
保
守
派

の
最
高
裁
判
事
指
名
を
「
絶

好
の
機
会
」
と
捉
え
、
活
動

を
強
化
し
て
い
る
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
を
殺
す
な
。

内
容
な
ど
か
ら
強
制
の
可
能

性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
の
は

１
１
８
６
人
だ
っ
た
。
同
意

あ
り
は
１
人
分
。

　

５
０
９
０
人
の
内
訳
は
、

女
性
が
３
６
６
５
人
と
７
割

を
占
め
、
男
性
は
１
３
４
２

人
、
不
明
・
非
公
表
が

８
３
人
。
年
齢
別
で
は
成
人

３
０
９
５
人
で
、
未
成
年
は

１
３
０
４
人
、
不
明
・
非
公

不妊手術５千人の記名資料
　

旧
法
が
母
体
保
護
法
に

改
正
さ
れ
て
２
０
年
以
上
が

経
過
す
る
現
在
ま
で
、
国
は

記
名
資
料
の
現
存
状
況
を
把

握
し
て
お
ら
ず
、
厚
生
労
働

省
は
全
国
調
査
を
実
施
し
て

取
り
ま
と
め
を
進
め
て
い
る
。

一
方
、
自
民
、
公
明
両
党
の

合
同
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
、

仙
台
地
裁
な
ど
で
の
国
家
賠

償
請
求
訴
訟
の
判
決
を
待

た
ず
に
救
済
に
乗
り
出
す
方

針
。
具
体
的
な
補
償
の
在
り

方
を
協
議
し
、
対
象
範
囲
を

検
討
す
る
際
、
記
名
資
料
の

現
存
状
況
を
ど
う
反
映
さ
せ

る
か
注
目
さ
れ
る
。

　

共
同
通
信
は
昨
年
１
２

月
〜
今
年
１
月
の
調
査
で
、

１
９
道
県
に
２
７
０
７
人
分

（
同
意
手
術
も
含
む
）
の
記

名
資
料
の
現
存
を
確
認
。
被

害
者
に
よ
る
国
家
賠
償
請
求

訴
訟
が
相
次
ぐ
中
、
厚
労
省

は
３
月
に
関
係
資
料
の
保
全

を
自
治
体
に
依
頼
し
て
お
り
、

今
回
は
全
都
道
府
県
に
６
月

末
ま
で
の
現
存
状
況
を
文
書

で
改
め
て
聞
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
人
同
意

の
な
い
手
術
の
適
否
を
決
め

る
優
生
保
護
審
査
会
の
資

料
や
、
手
術
実
施
報
告
書

な
ど
個
人
名
を
特
定
で
き

る
資
料
は
３
２
都
道
府
県

の
５
０
９
０
人
分
あ
る
こ
と

が
判
明
。
本
人
同
意
の
な
い

強
制
手
術
は
３
９
０
３
人

で
、
同
意
の
有
無
が
判
然

と
し
な
い
が
経
緯
や
資
料
の

米国

判
事
指
名
「
絶
好
の
機
会
」

勢
い
増
す
妊
娠
中
絶
反
対
派

米
政
権
、
少
数
派
優
遇
廃
止

大
学
入
学
時
の
人
種
考
慮
指
針

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ

風
太
が
１
５
歳

立
ち
姿
人
気
、
フ
ァ
ン
お
祝
い

ハ
ワ
イ
、
日
焼
け
止
め
禁
止

サ
ン
ゴ
対
策
、
２
１
年
か
ら

（３） ２０１８年第５０３４号  ７月 ６日 （金曜日）

り
、
旧
原
爆
医
療
法
の
施
行

で
手
帳
交
付
が
始
ま
っ
た

１
９
５
７
年
度
以
降
の
最
少

を
更
新
し
た
こ
と
が
３
日
、

厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
で
分

か
っ
た
。
１
７
年
度
に
亡
く

な
っ
た
被
爆
者
は
９
６
５
４

人
。
一
方
、
１
６
年
度
末

か
ら
の
減
少
数
は
過
去
最

多
の
９
７
６
２
人
で
、
平

均
年
齢
は
０
・
６
５
歳
高
い

８
２
・
０
６
歳
と
最
高
を
更

新
し
た
。

　

厚
労
省
は
、
新
た
に
手
帳

を
交
付
さ
れ
た
人
が
い
る
中

で
、
１
６
年
度
末
か
ら
の
減

少
数
が
死
亡
者
数
を
上
回
っ

た
理
由
に
つ
い
て
「
死
亡
届

や
転
入
・
転
出
届
を
反
映
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
自
治
体
に

よ
っ
て
違
う
た
め
、
ず
れ
が

生
じ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

戦
後
７
３
年
を
迎
え
、
被

爆
者
の
高
齢
化
は
一
層
進
ん

で
お
り
、
医
療
や
介
護
の
支

援
拡
充
は
喫
緊
の
課
題
。
被

爆
者
団
体
は
、
医
療
特
別
手

当
の
支
給
要
件
を
定
め
た
原

爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
な

被
爆
者
約
１
５
万
５
千
人
で
最
少

平
均
８
２
・０
６
歳
、
減
少
数
最
多

者
は
２
０
１
７
年
度
末
で

１
５
万
４
８
５
９
人
と
な

　
【
共
同
】
被
爆
者
健
康

手
帳
を
持
つ
全
国
の
被
爆

を
実
現
す
る
た
め
他
の
手
段

が
な
い
時
に
限
り
人
種
を
考

慮
で
き
る
と
し
た
ブ
ッ
シ
ュ

（
子
）
政
権
の
政
策
に
ほ
ぼ

戻
る
。
オ
バ
マ
前
政
権
が
出

し
た
指
針
は
教
育
現
場
で
の

人
種
の
多
様
性
を
促
進
す
る

目
的
だ
っ
た
が
、
恩
恵
を
受

け
ら
れ
な
い
ア
ジ
ア
系
や
白

人
へ
の
逆
差
別
に
な
る
と
の

批
判
も
出
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
紙
電
子
版
に
よ
る
と
、
連

邦
最
高
裁
は
判
例
で
、
学
生

本
人
向
け
に
不
動
産
事
業
な

ど
を
展
開
し
て
い
た
が
、
出

資
者
と
の
間
で
、
配
当
金
の

遅
延
や
解
約
が
で
き
な
い
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
。
閉

鎖
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
よ
る
と
、
２
０
０
２
年

に
不
動
産
事
業
を
始
め
、
バ

リ
島
に
複
数
の
会
社
を
設
立

し
、
銀
行
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
事
業
を
手
掛
け

て
い
る
と
し
て
い
る
。

１５歳の誕生日を迎え、プレゼントのリ
ンゴを求めて立ち上がるレッサーパンダ
の風太＝５日午後、千葉市動物公園（共同）

バ
リ
島
投
資
巡
り
７
人
逮
捕

会
社
幹
部
ら
不
正
集
金
疑
い

プ
ラ
製
ス
ト
ロ
ー
禁
止
に

米
シ
ア
ト
ル
、
ス
タ
バ
も

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は

４
日
、
社
会
保
障
審
議
会
の

分
科
会
を
開
き
、
介
護
施
設

職
員
の
給
与
の
改
善
状
況
を

１
０
月
に
調
査
す
る
と
決
め

た
。
昨
年
４
月
に
１
人
当
た

り
平
均
で
月
１
万
円
程
度
引

き
上
が
る
よ
う
に
し
た
他
、

今
年
４
月
か
ら
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
支
払
う
介
護

報
酬
が
０
・５
４
％
の
プ
ラ
ス

改
定
と
な
っ
た
が
、
慢
性
的

な
人
手
不
足
は
解
消
し
て
お

ら
ず
、
効
果
を
検
証
す
る
。

　

調
査
は
原
則
、
介
護
報
酬

の
改
定
年
度
に
実
施
し
て
い

る
。
全
国
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
通
所
介
護
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）
事
業
所
な
ど
を

対
象
に
、
今
年
４
月
か
ら
の

半
年
間
に
、
給
与
や
賞
与
、

各
種
手
当
を
引
き
上
げ
た
か

ど
う
か
や
、
職
員
の
勤
続
年

数
や
基
本
給
の
額
を
調
べ
、

来
年
３
月
に
結
果
を
公
表
す

る
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
や
介
護
施
設
職

員
の
平
均
給
与
（
賞
与
込
み
）

は
月
約
２
７
万
４
千
円
で
、

全
産
業
平
均
よ
り
１
０
万
円

以
上
低
い
。
推
計
で
は
、
団

塊
の
世
代
が
全
員
７
５
歳
以

上
に
な
る
２
０
２
５
年
度
に

は
、
約
２
４
５
万
人
の
介
護

職
員
が
必
要
に
な
る
が
、
全

国
で
約
３
３
万
７
千
人
が
不

足
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

４
日
の
分
科
会
で
は
、
来

年
１
０
月
に
消
費
税
率
が

１
０
％
に
引
き
上
が
っ
た
場

合
、
事
業
所
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
に
介
護
報
酬
を

上
乗
せ
す
る
か
ど
う
か
の
議

論
を
開
始
し
、
今
後
論
点
を

整
理
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
【
共
同
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
大
手
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ

パ
ン
の
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
チ
ャ

プ
ラ
イ
ム
会
員
、
世
界
１
億
人

ア
マ
ゾ
ン
日
本
値
上
げ
せ
ず

サンゴ礁への有害性が指摘される日焼け止め販売を禁じる法案に署名後、支
援者らと記念撮影する米ハワイ州のイゲ知事（中央）＝３日、ホノルル（共同）

厚労省、引き上げ効果検証

介護職員の給与状況を調査

を
自
ら
の
養
子
に
迎
え
た
。

　

ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
を
含
む
各

地
で
は
中
絶
を
制
限
す
る
州

法
が
次
々
成
立
し
て
い
る

が
、
７
３
年
の
最
高
裁
判
決

が
有
効
で
全
面
的
な
禁
止
は

さ
れ
て
い
な
い
。
中
絶
の
権

利
を
支
持
し
て
き
た
最
高
裁

判
事
の
１
人
が
最
近
、
退
任

を
表
明
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
保
守
的
な
判
事
を
後
釡

に
指
名
す
れ
ば
判
決
見
直
し

の
可
能
性
も
高
ま
る
。

　

施
設
で
患
者
の
護
衛
を
５

年
以
上
続
け
る
女
性
権
利
活

動
家
デ
レ
ン
ド
ラ
・
ハ
ン

コ
ッ
ク
さ
ん
（
５
９
）
は

７
３
年
の
判
決
が
覆
り
、
女

性
た
ち
が
違
法
か
つ
危
険

な
中
絶
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

事
態
を
恐
れ
て
い
る
。「
キ

リ
ス
ト
教
が
抑
圧
の
道
具
に

な
っ
て
い
る
。
女
性
が
つ
ら

い
試
練
を
受
け
る
限
り
、
私

た
ち
は
『
神
』
と
だ
っ
て
闘

う
」と
表
情
を
引
き
締
め
た
。

の
多
様
性
を
促
進
す
る
た
め

に
教
育
機
関
が
入
学
選
考
で

人
種
を
考
慮
で
き
る
余
地
を

狭
め
て
き
た
が
、
禁
じ
て
は

い
な
か
っ
た
。

　

優
遇
措
置
を
巡
っ
て
は
、

ア
ジ
ア
系
米
国
人
の
団
体

が
、
入
学
選
考
で
他
の
人
種

よ
り
も
厳
し
い
基
準
を
課
さ

れ
る
の
は
違
法
な
差
別
に
当

た
る
と
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
を
相
手
に
民
事
訴
訟
を
起

こ
し
て
い
る
。

　

オ
バ
マ
前
政
権
下
の
司
法

見
直
し
を
求
め
て
お
り
、
国

の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。
悲

惨
な
体
験
の
継
承
の
在
り
方

も
問
わ
れ
て
い
る
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、
都
道

府
県
別
で
被
爆
者
が
最
も
多

い
の
は
広
島
の
７
万
２
２
０

人
。
長
崎
４
万
４
４
９
人
、

福
岡
５
８
９
２
人
と
続
い

た
。

　

被
爆
者
の
数
は
８
０
年
度

末
の
３
７
万
２
２
６
４
人

が
ピ
ー
ク
。
そ
の
後
、
減

少
が
続
き
、
１
３
年
度
末

ン
社
長
は
３
日
ま
で
に
共
同

通
信
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
、
配
送
料
無
料
や
映
画
見

放
題
な
ど
の
特
典
が
あ
る
プ

ラ
イ
ム
会
員
数
が
世
界
で

１
億
人
に
達
し
、
日
本
で
の

最
近
１
年
間
の
加
入
伸
び
率

が
過
去
最
高
だ
っ
た
と
明
ら

か
に
し
た
。
国
内
の
年
会
費

を
据
え
置
い
て
顧
客
を
囲
い

込
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
販
売
で
一
段
の
収
益
拡
大

を
狙
う
。

　

チ
ャ
ン
氏
は
「（
日
本
で

は
）
当
面
値
上
げ
す
る
予
定

は
な
い
」
と
表
明
。「
魅
力

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
ん
ど
ん

提
供
す
る
。
ま
だ
で
き
る
こ

と
は
あ
る
」
と
述
べ
た
。
米

国
で
は
年
会
費
を
値
上
げ
し

た
が
、
日
本
で
は
会
員
獲
得

を
優
先
す
る
。
国
内
の
会
員

数
は
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た

が
、
ラ
イ
バ
ル
の
ネ
ッ
ト
通

販
各
社
に
は
脅
威
に
な
り
そ

う
だ
。

　

ア
マ
ゾ
ン
は
１
６
日
正
午

〜
１
７
日
い
っ
ぱ
い
会
員
限

定
の
特
売「
プ
ラ
イ
ム
デ
ー
」

を
実
施
す
る
。
チ
ャ
ン
氏
は

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト

ラ
ン
プ
米
政
権
は
３
日
、
大

学
側
に
入
学
選
考
で
黒
人
ら

少
数
派
を
優
遇
す
る
積
極
的

差
別
是
正
措
置
（
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）

を
促
す
オ
バ
マ
前
政
権
の
指

針
を
廃
止
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ

ン
ズ
司
法
長
官
は
声
明
で
、

優
遇
措
置
は
「
不
必
要
か
つ

時
代
遅
れ
で
、
現
行
法
と
も

矛
盾
す
る
」
と
強
調
し
た
。

　

ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る

と
、
大
学
の
人
種
の
多
様
性

た
。
イ
ゲ
氏
に
よ
る
と
、
世

界
初
の
試
み
。
２
０
２
１
年

１
月
１
日
に
発
効
す
る
。

　

イ
ゲ
氏
は
署
名
後
「
ハ
ワ

イ
の
岩
礁
を
守
る
た
め
の
小

さ
な
一
歩
に
す
ぎ
な
い
が
、

取
り
組
み
を
続
け
た
い
」
と

述
べ
、
海
洋
汚
染
対
策
に
力

を
入
れ
る
考
え
を
示
し
た
。

　

販
売
禁
止
と
な
る
の
は
、

紫
外
線
吸
収
剤
の
「
オ
キ
シ

ベ
ン
ゾ
ン
」
と
「
オ
ク
チ
ノ

キ
サ
ー
ト
」
が
含
ま
れ
る
日

焼
け
止
め
。
サ
ン
ゴ
礁
の
白

化
な
ど
の
原
因
に
な
っ
て
い

る
と
一
部
の
研
究
者
が
指
摘

数
カ
所
を
家
宅
捜
索
。
十
数

億
円
を
不
正
に
集
め
た
と
み

て
裏
付
け
を
進
め
て
い
た
。

　

捜
査
関
係
者
に
よ
る
と
、

幹
部
ら
は
法
律
で
必
要
な
許

可
や
登
録
な
し
に
、
土
地
へ

の
出
資
や
外
貨
定
期
預
金
口

座
の
開
設
を
勧
め
、
顧
客
か

ら
現
金
を
預
か
っ
た
疑
い
が

持
た
れ
て
い
る
。
元
本
保
証

や
１
０
％
の
利
息
を
約
束
し

て
い
た
と
み
て
い
る
。

　

ア
ス
ナ
グ
ル
ー
プ
は
、
日

島
を
拠
点
と
す
る
「
ア
ス
ナ

グ
ル
ー
プ
」
傘
下
の
会
社
役

員
の
５
０
代
男
ら
幹
部
を
含

む
７
人
を
逮
捕
し
た
。
捜
査

関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。

　

合
同
捜
査
班
は
１
月
、
東

京
や
神
奈
川
、
京
都
、
福
岡

な
ど
５
都
府
県
の
関
係
先
十

米
西
部
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】

　
【
共
同
】
愛
ら
し
い
立
ち

姿
が
人
気
の
雄
の
レ
ッ
サ
ー

パ
ン
ダ
風
太
が
５
日
、
１
５

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
千
葉

市
動
物
公
園
で
お
祝
い
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
飼
育

担
当
者
に
よ
る
と
、
飼
育
下

の
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
寿
命

は
１
７
〜
２
０
年
で
、
風
太

は
人
間
で
い
う
と
７
０
歳
前

後
と
い
う
。
８
日
に
記
念
式

典
を
開
催
す
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
フ
ァ
ン
が

展
示
場
に
飾
り
付
け
を
し
、

風
太
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
リ

　
【
共
同
】
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
リ
島
で
の
不
動
産
投
資
な

ど
の
名
目
で
、
元
本
保
証
と

高
配
当
を
う
た
っ
て
無
許
可

で
金
を
集
め
た
と
し
て
、
千

葉
地
検
特
別
刑
事
部
と
千
葉

県
警
の
合
同
捜
査
班
は
４

日
、
出
資
法
違
反
（
預
か
り

金
禁
止
）
の
疑
い
で
、
バ
リ

省
で
公
民
権
部
門
に
携
わ
っ

た
元
高
官
は
、
指
針
廃
止

決
定
に
つ
い
て
「
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
人
種
の
多
様
性
を
好

ま
な
い
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
を

送
っ
た
」
と
批
判
し
た
。

表
は
６
９
１
人
だ
っ
た
。
判

明
分
の
最
年
少
は
宮
城
県
の

９
歳
の
男
児
と
女
児
。
最
高

齢
は
埼
玉
、
高
知
両
県
の

５
７
歳
男
性
。

　

都
道
府
県
別
で
最
も

多
か
っ
た
の
は
宮
城
県

（
１
３
１
９
人
分
）。
次
い

で
北
海
道
（
１
３
１
４
人

分
）、
埼
玉
県
（
３
７
５
人

分
）、千
葉
県（
３
４
３
人
分
）

だ
っ
た
。

　

多
く
は
都
道
府
県
庁
や
保

健
所
、
公
文
書
館
で
見
つ
か

り
、
病
院
や
診
療
所
、
障
害

者
施
設
に
も
残
っ
て
い
た
。
一

部
の
県
は
、
民
間
の
医
療
機

関
や
福
祉
施
設
ま
で
調
査
し

た
と
し
て
い
る
。

（
１
９
万
２
７
１
９
人
）
に

は
２
０
万
人
を
下
回
っ
た
。

一
方
、
平
均
年
齢
は
上
昇
を

続
け
、
１
４
年
度
末
に
８
０

歳
を
上
回
っ
た
。

　

被
爆
者
健
康
手
帳
は
①
直

接
被
爆
②
原
爆
投
下
か
ら
２

週
間
以
内
に
広
島
、
長
崎
両

市
内
に
入
っ
た
③
救
護
活
動

に
従
事
④
胎
児
被
爆
―
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
交
付

さ
れ
、
医
療
費
の
自
己
負
担

分
が
無
料
に
な
る
。

ト
ル
で
４
日
ま
で
に
、
飲
食

店
や
食
料
品
店
な
ど
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
使
い
捨
て
ス

ト
ロ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
、
ナ
イ

フ
な
ど
の
提
供
を
禁
じ
る
条

例
が
施
行
さ
れ
た
。
地
球
環

境
保
護
が
狙
い
で
、
シ
ア
ト

ル
に
本
社
を
置
く
コ
ー
ヒ
ー

チ
ェ
ー
ン
大
手
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
も
含
め
、
約
５
千
店
舗

が
対
象
と
な
る
。

　

深
刻
化
す
る
海
洋
汚
染
対

策
の
た
め
、
英
国
や
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
な
ど
が
既
に
使

い
捨
て
食
器
な
ど
を
な
く
す

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
Ａ
Ｐ
通
信
な
ど
に
よ

る
と
、
シ
ア
ト
ル
の
試
み
は

全
米
の
主
要
都
市
で
初
め
て

と
み
ら
れ
る
。

　

条
例
施
行
は
１
日
付
で
、

違
反
し
た
場
合
に
は
罰
金

２
５
０
ド
ル
（
約
２
万
８
千

円
）
を
科
す
と
し
て
い
る
。

　

環
境
団
体
は
、
米
国
だ
け

で
１
日
５
億
本
の
使
い
捨
て

ス
ト
ロ
ー
が
廃
棄
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
。
今
回
と
同
様
の

禁
止
措
置
は
、
東
部
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
や
西
部
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
市
で
も
導
入
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　

シ
ア
ト
ル
の
条
例
は
当
局

が
２
０
０
８
年
に
決
め
た
環

境
対
策
の
一
環
。
使
い
捨
て

食
器
は
紙
製
や
堆
肥
に
転
用

で
き
る
素
材
で
で
き
た
も
の

の
使
用
を
呼
び
掛
け
る
、
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
顧
客
に
最
適
な
価
格
を
提

示
す
る
た
め
に
努
力
を
し
て

い
る
」
と
強
調
。
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
（
計
算
手
法
）
を
駆
使

し
て
商
品
の
需
要
予
測
の
精

度
を
高
め
て
仕
入
れ
先
と
情

報
を
共
有
、
協
力
し
て
消
費

者
の
受
け
入
れ
や
す
い
価
格

を
用
意
し
た
と
自
信
を
見
せ

た
。

　

こ
の
期
間
は
注
文
数
が
年

間
で
最
大
規
模
に
な
り
、
物

流
現
場
の
負
担
が
大
き
く
な

る
。
米
国
で
は
ア
マ
ゾ
ン
の

物
流
を
担
う
個
人
に
起
業
支

援
を
実
施
す
る
方
針
を
示
し

て
い
る
。
た
だ
日
本
で
の
今

後
の
物
流
戦
略
に
関
し
て
は

「
在
庫
の
持
ち
方
、
倉
庫
や

運
送
の
す
べ
て
が
重
要
だ
」

と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
明

言
し
な
か
っ
た
。

し
て
い
る
。
法
案
が
５
月
に

議
会
で
可
決
さ
れ
た
。

　

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

二
つ
の
成
分
は
「
コ
パ
ト
ー

ン
」
な
ど
３
５
０
０
種
類
以

上
の
製
品
に
含
ま
れ
て
お

り
、
ハ
ワ
イ
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
広
く
販

売
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

医
師
の
処
方
に
よ
る
も
の

は
対
象
外
。
観
光
客
が
持
ち

込
ん
だ
日
焼
け
止
め
は
規
制

で
き
な
い
が
、
同
州
は
サ
ン

ゴ
礁
へ
の
有
害
性
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

が
指
摘
さ
れ
る
物
質
を
含
ん

だ
日
焼
け
止
め
の
販
売
や
流

通
を
禁
じ
る
法
案
に
署
名
し

　
【
ホ
ノ
ル
ル
共
同
】
米
ハ

ワ
イ
州
の
イ
ゲ
知
事
は
３

日
、
サ
ン
ゴ
礁
へ
の
有
害
性

ン
ゴ
を
カ
ッ
ト
。
最
近
は
立

ち
上
が
る
回
数
も
減
っ
た
と

い
う
が
、
好
物
の
リ
ン
ゴ
を

も
ら
っ
て
見
事
な
立
ち
姿
を

披
露
す
る
と
、
約
２
０
０
人

の
見
物
客
か
ら「
か
わ
い
い
」

と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

風
太
は
静
岡
市
立
日
本
平

動
物
園
で
誕
生
。
１
５
年
に

１
２
歳
で
死
ん
だ「
妻
」チ
ィ

チ
ィ
と
の
間
に
１
０
匹
の
子

ど
も
が
生
ま
れ
、
孫
、
ひ
孫
、

や
し
ゃ
ご
に
も
恵
ま
れ
た
。

　

千
葉
市
稲
毛
区
の
幼
稚
園

児
伴
健
瑠
ち
ゃ
ん
（
３
）
は

「
風
太
、
好
き
」
と
笑
顔
。

母
親
智
子
さ
ん
（
４
０
）
は

「
ま
た
会
え
る
よ
う
に
長
生

き
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　

背
筋
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
て

直
立
す
る
風
太
が
人
気
に

な
っ
た
の
は
２
０
０
５
年
ご

ろ
。
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
Ｃ
Ｍ
に

登
場
す
る
な
ど
知
名
度
は
全

国
区
に
な
り
、
入
園
者
数
も

激
増
し
た
。

　
【
共
同
】
名
古
屋
市
の
東

山
動
植
物
園
は
５
日
、
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
し
な
が
ら
生
き
延
び

た
「
奇
跡
の
水
鳥
」
と
し
て
、

コ
ク
チ
ョ
ウ
と
マ
ガ
モ
計
２

羽
の
公
開
を
始
め
た
。
同
園

は
「
国
内
の
動
物
園
で
は
感

染
か
ら
回
復
し
た
例
は
他
に

な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

同
園
で
は
２
０
１
６
年

１
２
月
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
、
絶
滅
危
惧
種

の
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
な
ど

４
種
１
３
羽
が
感
染
。
殺
処

分
し
た
２
羽
と
老
衰
の
１
羽

を
含
め
１
１
羽
が
死
ん
だ
。

今
回
の
２
羽
は
発
症
は
せ

ず
、
現
在
は
感
染
を
示
す
抗

体
も
検
出
さ
れ
な
く
な
り
、

他
の
鳥
に
う
つ
す
恐
れ
も
な

く
な
っ
た
と
い
う
。

　

２
羽
は
そ
れ
ぞ
れ
か
ご
か

ら
放
た
れ
池
に
入
る
と
、
水

草
を
つ
い
ば
み
、
く
ち
ば
し

で
毛
繕
い
を
す
る
な
ど
元
気

な
様
子
を
見
せ
た
。

鳥
イ
ン
フ
ル
生

存
の
２
羽
公
開

「
奇
跡
の
水
鳥
」
東
山
動
物
園
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（５） ２０１８年第５０３４号  ７月 ６日 （金曜日）

EXPOSIÇÃO

EXPOSIÇÃO “TEM-
PLOS E MONUMEN-
TOS HISTÓRICOS DO 
JAPÃO”
Onde: InterContinental São 
Paulo (Alameda Santos 
1123, Cerqueira Cesar)
De 21/06 a 24/07/2018
Informações: 11/3179-2600

EXPOSIÇÃO TOYOTA 
– O RITMO DO ESPA-
ÇO
Curadoria: Denise Mattar
Onde: Museu de Arte Bra-
sileira da FAAP (Rua Ala-
goas 903, Higienópolis)
De 23/06 a 02/09/2018
Horário: 2ª, 4ª, 5ª e 6ª das 
10h às 19h – última entrada 
às 18h. Sábados, domingos 
e feriados das 10h às 18h – 
última entrada às 17h.
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.yutaka-
toyota.com 

HISTORIAS AFRO
-ATLÂNTICAS  
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 30/06 a 21/10/2018 
Horário: Dia 30/06 (11h às 
15h) e 3ª a domingo das 11h 
às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

AROMAS E SABORES
Artista Plástica Japo-
nesa: Maki Ueda
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 52, 
Piso Térreo, Bela Vista)
De 05/06 a 30/09/2018
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

MÊS DO JAPÃO NO 
CENTRO CULTURAL 
DOS CORREIOS – RIO 
DE JANEIRO/RJ
Onde: Centro Cultural dos 
Correios do Rio da Janeiro 
(Rua Visconde de Itaboraí 
20, Centro, Rio de Janeiro/
RJ)
De 04 a 29/07/2018
Horário: 3ª a domingo, das 
12h às 17h
Informações: 21/2240-
2383

MUJI POP UP STORE 
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 52, 
Piso Térreo, Bela Vista)
De 19/06 a 22/07/2018
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

EXPOSIÇÃO ITINE-
RANTE
VARIAÇÃO E AUTO-
NOMIA – AS GRAVU-
RAS DE ARTISTAS 
JAPONESES CON-
TEMPORÂNEOS
Classifi cação: Livre
Ingresso: Entrada Gratuita 
em Todos os Estados
Rio de Janeiro

Onde: Centro Cultural do 
Correio (Rua Visconde de 
Itaboraí 20, Centro)
De 04/07 a 28/07/2018 
Curitiba
Onde: Museu Paranaense 
(Rua Kellers 289, Alto São 
Francisco)
De 10/08 a 02/09/2018
Manaus
Onde: Palácio da Justiça 
(Av. Eduardo Ribeiro 901, 
Centro)
De 18/09 a 13/10/2018
Recife
Onde: Torre Malakoff (Pra-
ça Artur Oscar, S/N, Recife 
Antigo)
De 01/11 a 25/11/2018

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/
SP 
Onde: Casarão do Chá (Es-
trada Do Chá cx 05, acesso 
pela Estrada do Nagao, km 
3, Cocuera, Mogi das Cru-
zes/SP) 
Visitação: Todos os domin-
gos das 9h às 17h 
Durante a semana visitas 
monitoradas: Escolas – vi-
sitação gratuita; Grupos 
Turisticos – R$100,00 até 
30 pessoas. Agendamentos 
11/4792-2164 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-2164 
e www.casaraodocha.org.br 

PAVILHÃO JAPONÊS 
– PARQUE DO IBIRA-
PUERA 
Onde: Pavilhão Japonês 
(Parque do Ibirapuera – por-
tão 10 - próx. ao Planetário 
e ao Museu Afro Brasil) 
Visitação: quarta-feira, sá-
bado, domingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e 
das 13h às 17h 

EXPOSIÇÃO BANCOS 
INDÍGENAS DO BRA-
SIL
Onde: Pavilhão Japonês do 
Parque Ibirapuera – próx. 
ao MuseuAfro e Planetário 
(Acesso no Portão 3 e 10 na 
Av. Pedro Álvares Cabral)
De 09/06 a 05/08/2018
Visitação: quarta, sábado, 
domingo e feriado
Horário: das 10h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita

CINEMA

BUNKYO CINEMA
Data: Primeira quarta-
feira útil do mês, às 13h 
(01/08/2018)
Onde: Pequeno Auditório 
do Bunkyo (Rua São Joa-
quim 381, Liberdade)
Capacidade: 200 lugares
Ingressos: Gratuitos (in-
gressos serão distribuídos 
30 minutos antes de cada 
sessão, respeitando a ordem 
de chegada)
Informações: 11/3208-1755 
e www.bunkyo.org.br

EVENTO 

KARAOKE-DANCE 
DO NIKKEY CULTU-
RAL
Onde: Iwate Kenjin do Bra-
sil (Rua Tomas Gonzaga 
95, Liberdade)
Dias 12, 19 e 26/07/2018 
(todas as quintas)
Horário: 8h às 16h (Serve 

Almoço)
Informações:  11/99857-
3845 com Iritsu

ANIME FRIENDS 2018
Onde: Anhembi Parque 
(Av. Olavo Fontoura 1209, 
Santana)
Dias 06, 07, 08 e 09/07/2018
Horário: sexta 12h às 21h, 
sábado e domingo 10h às 
22h e segunda 10h às 20h
Ingressos: www.ticket360.
com.br 
Informações: www.anime-
friends.com.br 

24º FESTIVAL TANA-
BATA DE RIBEIRÃO 
PRETO/SP
Onde: Morro Alto de São 
Bento, Ribeirão Preto/SP
Dias 06, 07 e 08/07/2018
Horário: 06 das 19h às 23h, 
07 das 10h às 23h e 08 das 
10h às 23h
Informações: 16/3617-
8988 Assoc Nipo Brasileira 
de Ribeirão Preto/SP

AOBA MATSURI 
Feira de verduras frescas e 
comidas caseiras. 
Onde: Miyagui Kenjin Kai 
(Rua Fagundes 152, Liber-
dade) 
Dia 07/07/2018 
Horário: 9h às 18h 
Informações: 11/3209-3265 

FESTIVAL DO TANA-
BATA NO RIO DE JA-
NEIRO/RJ
Onde: Associação Nikkei 
do Rio de Janeiro (Rua 
Cosme Velho 1166, Cosme 
Velho, Rio de Janeiro/RJ)
Dia 07/07/2018
Horário: 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 21/2558-
5991 (Reservas de mesas 
R$30,00 não associados e 
R$20,00 associados).

KARAOKÊ-DANCE NI-
KKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade 
cujo objetivo é de propor-
cionar um ambiente fami-
liar onde os freqüentadores 
cantam suas músicas prefe-
ridas e dançam ritmos como 
o chá chá chá , rumba, forro 
, samba e country. Todos os 
domingos Baile com Músi-
ca ao Vivo. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do Bra-
sil (Av Dr Antonio Maria 
Laert 275, 100m do Metro 
Tucuruvi) 
Dias 07 e 08/07/2018 
Horário: Sábados Karaokê 
Dance das 8h às 16h e Do-
mingos das 8h às 18h e das 
18h às 22h Bailes com mú-
sica ao vivo.
Informações: 11/99857-
3845 com Iritsu 

22º FESTIVAL DAS CE-
REJEIRAS BUNKYOS 
– SAKURA MATSURI – 
SÃO ROQUE/SP
Onde: Centro Esportivo 
Kokushikan Daigaku (Es-
trada do Carmo 801 – Bair-
ro do Carmo – São Roque/
SP)
Dias 07 a 09/07/2018
Horário: 10h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita 
(contribuição por veículo 
R$ 30,00 - concorra ao sor-

teio de uma TV)
Ônibus: em São Paulo, ôni-
bus saindo do Bunkyo (Rua 
São Joaquim, 381, próx. 
Metrô São Joaquim). Não 
são feitas reservas e é ne-
cessário retirar o bilhete an-
tecipadamente.)
Contribuição: R$35,00 (ida 
e volta)
Informações: 11/3208-1755
SÁBADO (7 de julho)
1º ônibus: saída 8:00h e re-
torno 16:00h
2º ônibus: saída 8:30h e re-
torno 16:30h
3º ônibus: saída 9:00h e re-
torno 17:00h
DOMINDO (8 de julho)
1º ônibus: saída 8:00h e re-
torno 16:00h
2º ônibus: saída 8:15h e re-
torno 16:15h
3º ônibus: saída 8:30h e re-
torno 16:30h
4º ônibus: saída 9:00h e re-
torno 17:00h
SEGUNDA-FEIRA (9 de 
julho)
1º ônibus: saída 8:00h e re-
torno 16:00h
2º ônibus: saída 8:30h e re-
torno 16:30h

XIV FESTA TANABA-
TA MATSURI – BUNKA 
SANTO ANDRÉ/SP
Onde: Rua Santo André 
661 (praça da Igreja Matriz 
de Santo André), Santo An-
dré/SP
Dias 07 e 08/07/2018
Informações: www.face-
book.com/tanabatasantoan-
dre 

35º FESTIVAL KODO-
MO NO SONO
Onde: Rua Prof. Hasegawa 
1198, Itaquera.
Dias 07 e 08/07/2018
Horário: 11h às 17h (sába-
do) e 9h às 17h (domingo)
Informações: no escritório 
Kodomo no Sono da Liber-
dade: Rua Galvão Bueno 
573, sala 01, 1º andar;
Telefones: 11/3208-3949 e 
11/2521-6437 e 11/3207-
9744; e Site: www.festi-
valkodomonosono.com.br 

BAZAR 20ª FESTA 
DAS CEREJEIRAS – 
CDC CONTINENTAL
Onde: CDC Continental 
(Av Francisco de Paula Vi-
cente de Azevedo 555, Par-
que Continental/SP)
Dia 08/07/2018
Hórário: 11h às 17h

XXV FESTA DA CERE-
JEIRA – KAIKAN ITA-
PETININGA/SP
Onde: Kaikan Itapetininga 
(Rod Raposo Tavares Km 
168, Itapetininga/SP)
Dia 08/07/2018
Horário: 10h às 17h
Estacionamento: 1kg de 
Alimento
Informaçoes: 15/3271-3748

INSCRIÇÕES PARA 
A 12ª GRANDE EX-
POSIÇÃO DE ARTE 
BUNKYO 2018
Inscrição e entrega das 
obras: 10, 11 e 12/07/2018, 
das 10h às 17h
Onde: Sociedade Brasi-
leira de Cultura Japonesa 
e de Assistência Social – 
Bunkyo (Rua São Joaquim 

週
末
お
で
か
け
情
報

381, 1º and, Liberdade)
Taxa de Inscrição: R$ 
250,00 (por categoria)
Resultado: 23/07/2018, 
no site www.bunkyo.
org.br
Informações: 11/3208-
1755 e matsuri@
bunkyo.org.br
EXPOSIÇÃO
I n a u g u r a ç ã o : 
20/10/2018 (sábado), 
das 15h às 19h
Período: 21 a 28/10/2018
Visitação: de segunda a 
sexta-feira, das 12h às 
17h; Sábado e domingo, 
das 10h às 17h (último 
dia, das 10h às 15h)

CURSO 

CURSO HISTÓRIA 
DO JAPÃO – 2018
Dia 04/08/2018 – Histó-
ria do Japão 5 – Período 
Edo fi nal – abertura dos 
portos.
Dia 01/09/2018 – Histó-
ria do Japão 6 – Período 
Meiji - modernização.
Dia 06/10/2018 – Histó-
ria do Japão 7 – Períodos 
Taisho e Showa início.

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

E-mail: cris_kisihara@hotmail

TEL: 11/3340-6060

Dia 10/11/2018 – História do Japão 8 – Se-
gunda Guerra e Showa fi nal.
Dia 01/12/2018 – História do Japão 9 – Era 
Heisei até hoje.
Onde: Associação Cultural Mie Kenjin do 
Brasil (Av. Lins de Vasconcelos 3352, Vila 
Mariana)
Horário: 9h às 12 horas. 
Inscrições: R$35,00+R$3,50(taxa do Sym-
pla) por aula. Inscrições e pagamentos até 
03dias antes da data do curso, na secretaria 
da Associação Mie ou pelo site culturajapo-
nesa.com.br.
Informações: 11/5549-6857

CURSOS DA NIKKEY CULTURAL 
Onde: Rua Tomas Gonzaga 95, 4andar, Li-
berdade 
Cursos: Karaokê, Idiomas (japones, inglês 
e espanhol), teclado, informatica para a 3ª 
idade e dança de salão. 
Informações: 11/99857-3845 Iritsu 

PALESTRA 

UMAMI, O 5º GOSTO: UMA DELÍ-
CIA DE HISTÓRIA.
Palestrante: Drª Hellen Dea Barros Maluly 
Onde: Japan House São Paulo (Avenida 
Paulista 52, Piso Térreo, Bela Vista)
Dia 11/07/2018
Horário: A ser defi nido 
Ingresso: Entrada Gratuita (as senhas deve-
rão ser retiradas 1h antes na recepção)
Informações: www.japanhouse.jp/saopaulo

PALESTRAS GRATUITAS DO CIA-
TE 
JULHO/2018 
17/07 – Terça-feira – 14h às 16h – “Como 
Evitar Dupla Tributação Entre Brasil e Ja-
pão” (Shinji Nakaoka – Diretor Executivo 
da Daiwa Service)
19/07 – Quinta-feira – 14h às 16h – “Usos 
e Costumes do Japão” (José Vanzelli – Pro-
fessor de Japonês no CIATE)
Onde: CIATE - Centro de Informação e 
Apoio ao Trabalhador Retornado do Exte-
rior (Rua São Joaquim 381, 1º andar, Li-
berdade) 
Informações: 11/3207-9014 e www.ciate.
org.br 
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講こ
う

座ざ

の
テ
ー
マ
は
「
在ざ

い

日に
ち

３
０
年ね

ん

の
体た

い

験け
ん

か
ら
見み

た
ブ

ラ
ジ
ル
と
日に

本ほ
ん

」。
斎さ

い

藤と
う

さ
ん

は
１
９
９
５
年ね

ん

に
人じ

ん

材ざ
い

派は

遣け
ん

業ぎ
ょ
うな
ど
を
手て

が
け
る
事じ

業ぎ
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

を
設せ

つ

立り
つ

。
農の

う

業ぎ
ょ
う
ビ
ジ
ネ
ス

に
も
参さ

ん

入に
ゅ
うし
、
ネ
ギ
の
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

と
し
て
成せ

い

功こ
う

し
た
。
日に

っ

系け
い

子し

弟て
い

の
教

き
ょ
う

育い
く

に
も
力ち

か
ら

を
入は

い

れ
、

在ざ
い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

学が
っ

校こ
う

を
創そ

う

立り
つ

。
講こ

う

義ぎ

で
は
３
０
年ね

ん

に
わ

　

ヤ
マ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
近ち

か

沢さ
わ

隆た
か
し

代だ
い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長ち
ょ
う）
は
１
９
～
２
２
日に

ち

の
４
日か

間か
ん

、
聖せ

い

市し

マ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（R

u
a C

h
ico

P
o

n
tes, 1

5
0

0
, V

ila 
G

uilherm
e

）
で
世せ

界か
い

の
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
集あ

つ

め
た

『
ワ
ー
ル
ド
・
ポ
ッ
プ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』（
以い

下か

Ｗ
Ｐ
Ｆ
）

を
開か

い

催さ
い

す
る
。
第だ

い

１
回か

い

目め

の
本ほ

ん

回か
い

は
日に

本ほ
ん

、
韓か

ん

国こ
く

、
米べ

い

国こ
く

、

英え
い

国こ
く

、
メ
キ
シ
コ
か
ら
人に

ん

気き

の
音お

ん

楽が
く

家か

や
俳は

い

優ゆ
う

、
声せ

い

優ゆ
う

な
ど

有ゆ
う

名め
い

人じ
ん

を
招

し
ょ
う

聘へ
い

す
る
。
会か

い

場じ
ょ
うで
は
シ
ョ
ー
や
講こ

う

演え
ん

会か
い

の
ほ
か
、

コ
ス
プ
レ
大た

い

会か
い

や
野や

球き
ゅ
う

体た
い

験け
ん

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
行お

こ

な
わ
れ

る
。
予よ

測そ
く

集し
ゅ
う

客き
ゃ
く

数す
う

は
９
万ま

ん

人に
ん

、
会か

い

場じ
ょ
う

面め
ん

積せ
き

は
５
万ま

ん

平へ
い

米べ
い

と
い
う
大だ

い

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
近ち

か

沢さ
わ

社し
ゃ

長ち
ょ
うに
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

た
る
日に

本ほ
ん

で
の
活か

つ

動ど
う

を
と
お

し
て
見み

た
、
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

の
現げ

ん

状じ
ょ
う
や
抱か

か

え
て
い
る
課か

題だ
い

、
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
存そ

ん

在ざ
い

意い

義ぎ

な
ど
に
つ
い
て

話は
な

す
予よ

定て
い

。
問と

い
合あ

わ
せ
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

海か
い

外が
い

移い

住
じ
ゅ
う

資し

料り
ょ
う

館か
ん

（
電で

ん

話わ

＝
＋
８
１
・ 

４
５
・
６
６
３
・
３
２
５
７
、

メ
ー
ル
＝in

fo
@

jo
m

m
.

jp

）
ま
で
。
日に

本ほ
ん

に
お
け
る

ｅ
ｓ
」
の
主し

ゅ

演え
ん

女じ
ょ

優ゆ
う

ア
ナ
・

リ
リ
ア
ン
・
デ
・
ラ
・
マ
コ
ッ

ラ
さ
ん
が
座ざ

談だ
ん

会か
い

を
行お

こ

な
う
。

　

同ど
う

社し
ゃ

は
２
０
１
７
年ね

ん

ま
で

の
１
４
年ね

ん

間か
ん

、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
と

同ど
う

時じ

期き

に
「
ア
ニ
メ
・
フ
レ

ン
ズ
」
を
主し

ゅ

催さ
い

し
て
い
た
。

同ど
う

イ
ベ
ン
ト
は
今こ

年と
し

か
ら
別べ

つ

の
イ
ベ
ン
ト
会か

い

社し
ゃ

の
マ
ル
・
デ

ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
社し

ゃ

が
主し

ゅ

催さ
い

す

る
。

　

近ち
か

沢さ
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うは
Ｗ
Ｐ
Ｆ
開か

い

催さ
い

に
つ
い
て
「
私

わ
た
し

達た
ち

が
応お

う

援え
ん

す
る

の
は
日に

本ほ
ん

の
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ

ャ
ー
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

客き
ゃ
く

層そ
う

が
限げ

ん

定て
い

さ
れ
る
。
各か

っ

国こ
く

の
も
の
を
同お

な

じ
場ば

所し
ょ

で
取と

り

上あ

げ
る
こ
と
で
、
日に

本ほ
ん

以い

外が
い

の

フ
ァ
ン
が
日に

本ほ
ん

の
ポ
ッ
プ
・
カ

ル
チ
ャ
ー
に
も
目め

を
向む

け
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

ア
ニ
メ
・
フ
レ
ン
ズ
へ
の

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
他た

企き

業ぎ
ょ
うに
求も

と

め
る
際さ

い

、

「
ア
ニ
メ
」
と
い
う
括く

く

り
が

障し
ょ
う

害が
い

に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た

そ
う
。「
例た

と

え
ば
映え

い

画が

や
ゲ
ー

ム
関か

ん

係け
い

は
ア
ニ
メ
と
い
う
名な

前ま
え

が
付つ

く
と
、
ど
う
し
て
も

入は
い

り
に
く
い
雰ふ

ん

囲い

気き

が
あ
っ

た
。
近ち

か

頃ご
ろ

は
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム

も
落お

ち
着つ

き
、
民み

ん

営え
い

放ほ
う

送そ
う

で

も
ア
ニ
メ
番ば

ん

組ぐ
み

を
流な

が

し
て
い

な
い
。
集

し
ゅ
う

客き
ゃ
くの
面め

ん

や
日に

本ほ
ん

の

ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
大お

お

き

く
広ひ

ろ

げ
る
た
め
、
他た

の
イ
ベ

ン
ト
を
考か

ん
が
え
て
い
た
」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

同ど
う

社し
ゃ

で
日に

本ほ
ん

側が
わ

と
の
交こ

う

渉
し
ょ
う

や
通つ

う

訳や
く

を
担た

ん

当と
う

す
る
ギ
リ

ェ
ル
メ
・
マ
ノ
エ
ル
・
ヴ
ィ

ラ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
さ
ん

は
「
現げ

ん

在ざ
い

、
伯は

っ

国こ
く

の
若わ

か

者も
の

か

ら
特と

く

に
人に

ん

気き

を
集あ

つ

め
て
い
る

の
が
Ｋ
―
Ｐ
ｏ
ｐ
や
ド
ラ
ァ

グ
・
ク
イ
ー
ン
。
特と

く

撮さ
つ

番ば
ん

組ぐ
み

の
ヒ
ー
ロ
ー
も
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
こ

と
で
来ら

い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
くの
年ね

ん

齢れ
い

層そ
う

も
広ひ

ろ

が
る
。
将

し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
は
家か

族ぞ
く

で

来ら
い

場じ
ょ
うで
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た

い
」
と
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

な
ど
の
企き

画か
く

　

ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

手し
ゅ

の
中な

か

島じ
ま

幸ゆ
き

夫お

さ
ん（
３
９
、３
世せ

い

）が
、

５
月が

つ

２
６
日に

ち

に
東と

う

京き
ょ
うで
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
「
第だ

い

３
４
回か

い

日に

本ほ
ん

ア

マ
チ
ュ
ア
歌か

謡よ
う

祭さ
い

グ
ラ
ン
プ

リ
大た

い

会か
い

」
に
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表
ひ
ょ
う

と
し
て
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
、
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受じ

ゅ

章し
ょ
うし
た
。
各か

く

地ち

の
予よ

選せ
ん

を
通つ

う

過か

し
た
１
３
０
人に

ん

が

競き
そ

い
合あ

う
な
か
、
演え

ん

歌か

『
望ぼ

う

郷き
ょ
う

新し
ん

相そ
う

馬ま

』
を
正せ

い

確か
く

に
歌う

た

い

上あ

げ
た
中な

か

島じ
ま

さ
ん
が
栄え

い

光こ
う

を
つ
か
ん
だ
。

　

大た
い

会か
い

は
東と

う

京き
ょ
う・
芝し

ば

メ
ル
パ

ル
ク
ホ
ー
ル
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
、

日に

本ほ
ん

、
ア
メ
リ
カ
、
台た

い

湾わ
ん

、

ブ
ラ
ジ
ル
で
行お

こ
な

わ
れ
た
総そ

う

勢ぜ
い

６
０
０
０
人に

ん

の
予よ

選せ
ん

を
勝か

ち

抜ぬ

い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

手し
ゅ

１
３
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
。
審し

ん

査さ

員い
ん

は
音お

ん

楽が
く

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
や
レ
コ
ー
ド
会が

い

社し
ゃ

の
役や

く

員い
ん

ら
が
務つ

と

め
た
。
著ち

ょ

名め
い

な
音お

ん

楽が
く

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
小こ

西に
し

良
り
ょ
う

の
意い

図と

を
補ほ

足そ
く

し
た
。

　

Ｗ
Ｐ
Ｆ
は
今こ

年と
し

３
月が

つ

か
ら

企き

画か
く

し
始は

じ

め
た
た
め
、
来ら

い

年ね
ん

か
ら
の
参さ

ん

加か

を
考か

ん
が
え
て
い
る

企き

業ぎ
ょ
うが
多お

お

い
そ
う
。「
来ら

い

年ね
ん

か

ら
本ほ

ん

格か
く

的て
き

に
。
映え

い

画が

、
ア
ニ

メ
、
漫ま

ん

画が

に
音お

ん

楽が
く

と
た
く
さ

ん
あ
る
が
、
伯は

っ

国こ
く

で
日に

本ほ
ん

の

ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
守ま

も

り

太た

郎ろ
う

氏し

は
中な

か

島じ
ま

さ
ん
の
歌う

た

声ご
え

を
「
正せ

い

確か
く

で
す
ば
ら
し
い
歌か

唱し
ょ
うだ
っ
た
」
と
評

ひ
ょ
う

価か

し
た
。

　

普ふ

段だ
ん

は
獣

じ
ゅ
う

医い

と
し
て
働は

た
ら

い

て
い
る
中な

か

島じ
ま

さ
ん
は
、
子こ

供ど
も

の
時と

き

か
ら
父ち

ち

親お
や

の
影え

い

響き
ょ
うで
歌か

謡よ
う

の
練れ

ん

習し
ゅ
う

を
続つ

づ

け
て
い
る
。

し
か
し
、
片か

た

言こ
と

の
日に

本ほ
ん

語ご

を

話は
な

す
中な

か

島じ
ま

さ
ん
に
と
っ
て
、

演え
ん

歌か

を
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
うに
歌う

た

う
の
は
大お

お

き
な
難な

ん

関か
ん

だ
。
大た

い

会か
い

ま
で
の

半は
ん

年と
し

間か
ん

、
指し

導ど
う

者し
ゃ

の
北き

た

川が
わ

朗あ
き

　

労ろ
う

働ど
う

組く
み

合あ
い

の
許き

ょ

認に
ん

可か

手て

続つ
づ

き
に
お
け
る
不ふ

正せ
い

登と
う

録ろ
く

に
関か

ん

与よ

し
た
容よ

う

疑ぎ

で
、
連れ

ん

邦ぽ
う

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

は
５
日か

、
ヨ
ム
ラ
・

エ
ウ
ト
ン
労ろ

う

働ど
う

大だ
い

臣じ
ん

に
職

し
ょ
く

務む

停て
い

止し

処し
ょ

分ぶ
ん

を
命め

い

じ
た
。グ
ロ
ー

ボ
紙し

が
５
日か

付づ

け
電で

ん

子し

版ば
ん

で

報ほ
う

じ
て
い
る
。

　

政せ
い

治じ

家か

や
官か

ん

僚り
ょ
うの
関か

ん

与よ

が

疑う
た
がわ
れ
る
犯は

ん

罪ざ
い

組そ

織し
き

が
、
労ろ

う

働ど
う

省し
ょ
うの
労ろ

う

働ど
う

組く
み

合あ
い

不ふ

正せ
い

登と
う

録ろ
く

に
係

か
か
わ

っ
て
い
た
と
見み

ら
れ
、
捜そ

う

査さ

が
進し

ん

展て
ん

す
る
な
か
で
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

の
要よ

う

請せ
い

を
受う

け
て
、
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

が
ヨ
ム
ラ
氏し

の
職

し
ょ
く

務む

停て
い

止し

を
受じ

ゅ

理り

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同ど

う

氏し

に
逮た

い

捕ほ

命め
い

令れ
い

が
出だ

さ
れ
、
労ろ

う

働ど
う

省
し
ょ
う

へ
の
出で

入い

り
及お

よ

び
捜そ

う

査さ

対た
い

象
し
ょ
う

者し
ゃ

や
大だ

い

臣じ
ん

付づ
け

職し
ょ
く

員い
ん

と
の
連れ

ん

絡ら
く

を
禁き

ん

じ
ら
れ
た
。

　

連れ
ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

は
こ
れ
ま
で
の

捜そ
う

査さ

か
ら
、
労ろ

う

働ど
う

組く
み

合あ
い

の
許き

ょ

認に
ん

可か

が
労ろ

う

働ど
う

省し
ょ
うの
正せ

い

規き

手て

続つ
づ

き
踏ふ

ま
ず
に
、
裏う

ら

金が
ね

に
よ
っ

て
通つ

う

常じ
ょ
うよ
り
大お

お

幅は
ば

に
早は

や

く
不ふ

正せ
い

登と
う

録ろ
く

さ
れ
、
そ
れ
を
政せ

い

治じ

家か

が
仲

ち
ゅ
う

介か
い

し
て
い
た
と
見み

て
い

る
。

　

不ふ

正せ
い

行こ
う

為い

を
継け

い

続ぞ
く

さ
せ
る

た
め
に
、
ヨ
ム
ラ
氏し

は
ブ
ラ

ジ
ル
労ろ

う

働ど
う

党と
う

か
ら
大だ

い

臣じ
ん

に
指し

名め
い

さ
れ
た
と
の
容よ

う

疑ぎ

を
連れ

ん

警け
い

は
か
け
て
い
る
。
そ
の
背は

い

後ご

に

は
、
ク
リ
ス
チ
ア
ネ
・
ブ
ラ

ジ
ル
下か

議ぎ

（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
―
Ｒ
Ｊ
）

と
、
そ
の
父ち

ち

で
同ど

う

党と
う

首し
ゅ

ロ
ベ
ル

ト
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
氏し

が
い
る

と
見み

て
、
捜そ

う

査さ

が
進す

す

め
ら
れ

て
い
る
。

　

も
と
も
と
今こ

年と
し

１
月が

つ

に
は

ク
リ
ス
チ
ア
ネ
下か

議ぎ

が
労ろ

う

相
し
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

を
指し

名め
い

さ
れ
て
い
た
が
、

同ど
う

下か

議ぎ

が
法ほ

う

的て
き

紛ふ
ん

争そ
う

を
抱か

か

え

て
い
た
た
め
、
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

が
就

し
ゅ
う

任に
ん

を
差さ

し
止と

め
。
大だ

い

臣じ
ん

代だ
い

行こ
う

だ
っ
た
ヨ
ム
ラ
氏し

が
４
月が

つ

の

内な
い

閣か
く

改か
い

造ぞ
う

に
伴

と
も
な

っ
て
大だ

い

臣じ
ん

に

就し
ゅ
う

任に
ん

し
て
い
た
。

　

今こ
ん

回か
い

の
捜そ

う

査さ

で
は
、
マ
ル

ケ
ゼ
リ
・
ネ
ウ
ソ
ン
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
―
Ｓ
Ｐ
）
の
執し

つ

務む

室し
つ

も
捜そ

う

索さ
く

、
押お

う

収し
ゅ
うさ
れ
た
。

同ど
う

下か

議ぎ

は
同ど

う

紙し

に
対た

い

し
、「
捜そ

う

査さ

の
進し

ん

展て
ん

を
待ま

つ
し
か
な
い
。

我わ
れ

々わ
れ

は
こ
の
捜そ

う

査さ

が
実じ

っ

施し

さ

れ
、
国こ

く

民み
ん

の
前ま

え

に
明あ

き

ら
か
に

　

美び

術じ
ゅ
つ

展て
ん

は
１
０
月が

つ

２
１

日に
ち

か
ら
２
８
日に

ち

ま
で
文ぶ

ん

協き
ょ
うで

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
。
絵か

い

画が

（
現げ

ん

代だ
い

画が

、
具ぐ

象し
ょ
う

画が

）、
工こ

う

芸げ
い

の
合ご

う

同ど
う

で
、
例れ

い

年ね
ん

３
０
０
作さ

く

品ひ
ん

ほ

ど
が
展て

ん

示じ

さ
れ
る
。

　

出
し
ゅ
っ

品ぴ
ん

料り
ょ
うは
絵か

い

画が

、
工こ

う

芸げ
い

そ

れ
ぞ
れ
２
５
０
レ
ア
ル
。
絵か

い

画が

は
２
点て

ん

ま
で
、
工こ

う

芸げ
い

は
３

点て
ん

ま
で
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

で
き
る
。
選せ

ん

考こ
う

結け
っ

果か

は
７
月が

つ

２
３
日に

ち

、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

の
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
://w

w
w

.
b

u
n

kyo.org.b
r

）
に
公こ

う

表ひ
ょ
うさ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
に
来ら

い

社し
ゃ

し
た

生い

駒こ
ま

憲け
ん

二じ

郎ろ
う

工こ
う

芸げ
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、

酒さ
か

井い

町ま
ち

子こ

造ぞ
う

形け
い

美び

術じ
ゅ
つ

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
工こ

う

芸げ
い

の
展て

ん

示じ

が
始は

じ

ま
っ

て
か
ら
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
、
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

で
も
あ

る
。
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

家か

の
作さ

く

品ひ
ん

も
多お

お

く

並な
ら

び
ま
す
。
美び

術じ
ゅ
つ

愛あ
い

好こ
う

家か

の

皆み
な

様さ
ま

か
ら
も
、
多お

お

く
の
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

を
お
持も

ち
し
て
い
ま
す
」
と

呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う（
１
１
・  

３
２
０
８
・
１
７
５
５
）
ま

で
。

デ
カ
セ
ギ
の
印い

ん

象し
ょ
うが
大だ

い

分ぶ

変か

わ
る
講こ

う

演え
ん

会か
い

に
な
り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

本ほ
ん

日じ
つ

６
日か

（
金き

ん

）
午ご

後ご

３

時じ

か
ら
Ｗ
杯は

い

ブ
ラ
ジ
ル
対た

い

ベ

ル
ギ
ー
戦せ

ん

で
、
昼ひ

る

ぐ
ら
い
か

ら
多お

お

く
の
工こ

う

場じ
ょ
う、
銀ぎ

ん

行こ
う

、
商

し
ょ
う

店て
ん

、
ス
ー
パ
ー
は
店み

せ

じ
ま
い
。

土ど

、
日に

ち

を
は
さ
ん
で
月げ

つ

曜よ
う

日び

、

サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

だ
け
「
護ご

憲け
ん

革か
く

命め
い

記き

念ね
ん

日び

」
で
お
休や

す

み
。

も
し
も
金き

ん

曜よ
う

日び

に
ブ
ラ
ジ
ル

代だ
い

表ひ
ょ
うが
勝か

ち
進す

す

め
ば
、
次つ

ぎ

の

試し

合あ
い

は
１
０
日か

（
火か

）
の
午ご

後ご

３
時じ

か
ら
。
つ
ま
り
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

で
は
金き

ん

曜よ
う

か
ら

火か

曜よ
う

日び

ま
で
、
ま
と
も
な
仕し

事ご
と

に
は
な
ら
な
い
…
。「
ブ

ラ
ジ
ル
の
機き

関か
ん

車し
ゃ

」
聖せ

い

州し
ゅ
うが

こ
れ
で
は
、
今こ

年と
し

の
国こ

く

内な
い

総そ
う

生せ
い

産さ
ん

が
減へ

る
の
も
無む

理り

は
な

い
？
！

来ら
い

社し
ゃ

し
た
、
酒さ
か

井い

造ぞ
う

形け
い

美び

術じ
ゅ
つ

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
生い

駒こ
ま

工こ
う

芸げ
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

ｌ
ａ
ｃ
ｋ 

６
ｉ
ｘ
」「
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ａ
」
も
参さ

ん

加か

。
米べ

い

国こ
く

か
ら
は
ド
ラ
ァ
グ
・
ク
イ
ー
ン

（
男だ

ん

性せ
い

が
女じ

ょ

性せ
い

の
姿す

が
た
で
行お

こ
な

う

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一い

っ

種し
ゅ

）
の

Ｐ
ｈ
ｉ
Ｐ
ｈ
ｉ 

Ｏ`

ｈ
ａ

ｒ
ａ
（
フ
ィ
フ
ィ
・
オ
ハ
ラ
）、

メ
キ
シ
コ
か
ら
は
大だ

い

人に
ん

気き

の
コ

メ
デ
ィ
ド
ラ
マ
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ

集し
ゅ
う

客き
ゃ
く

９
万ま

ん

人に
ん

見み

込こ

む
大だ

い

イ
ベ
ン
ト

ワ
ー
ル
ド
・
ポ
ッ
プ
・
フ
ェ
ス
開か

い

始し

ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
う

、
中な

か

島じ
ま

幸ゆ
き

夫お

さ
ん

日に

本ほ
ん

の
ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

謡よ
う

祭さ
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う

労ろ
う

組そ

不ふ

正せ
い

認に
ん

可か

の
容よ

う

疑ぎ

で

ヨ
ム
ラ
労ろ

う

相し
ょ
う

に
職し

ょ
く

務む

停て
い

止し

処し
ょ

分ぶ
ん

　

中な
か

島じ
ま

さ
ん
は
今こ

ん

回か
い

が
大た

い

会か
い

初は
つ

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う。「
腰こ

し

が
痛い

た

く
て
本ほ

ん

調ち
ょ
う

子し

で
は
な
か
っ
た
。
他た

の

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

も
と
て
も
上

じ
ょ
う

手ず

で
、

自じ

分ぶ
ん

で
も
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
た
こ
と
が

信し
ん

じ
ら
れ
な
い
」
と
話は

な

す
。

　

賞
し
ょ
う

品ひ
ん

と
し
て
優ゆ

う

勝し
ょ
う

杯は
い

と
メ

ダ
ル
、
日に

本ほ
ん

ハ
ワ
イ
間か

ん

の
往お

う

復ふ
く

航こ
う

空く
う

券け
ん

を
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。

「
と
て
も
嬉う

れ

し
い
。
優ゆ

う

勝し
ょ
う

は
ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

手し
ゅ

と
し
て
の

長な
が

年ね
ん

の
夢ゆ

め

だ
っ
た
か
ら
」。

　

同ど
う

大た
い

会か
い

の
歴れ

き

代だ
い

上じ
ょ
う

位い

入
に
ゅ
う

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
中な

か

に
は
プ
ロ
に
な

っ
た
人ひ

と

も
い
る
。
健け

ん

康こ
う

上じ
ょ
うの

理り

由ゆ
う

で
プ
ロ
の
道み

ち

を
あ
き
ら

め
て
い
た
中な

か

島じ
ま

さ
ん
に
、
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
た
今い

ま

の
心し

ん

境き
ょ
うを
尋た

ず

ね
る

と
、「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

プ
ロ
に
な
り
た
い
。
今こ

ん

後ご

も

頑が
ん

張ば

り
た
い
」
と
意い

気き

込ご

ん

だ
。

　

同ど
う

大た
い

会か
い

に
は
過か

去こ

に
７
人に

ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
うが
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受じ

ゅ

章し
ょ
うし
て
い
る
。
今こ

ん

回か
い

は
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
うと
し
て

中な
か

島じ
ま

さ
ん
の
ほ
か
に
武た

け

久ひ
さ

了よ
し

守も
り

さ
ん
が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
が
、
上

じ
ょ
う

位い

入に
ゅ
う

賞し
ょ
うは
な
ら
な
か
っ
た
。

（７） ２０１８年第５０３４号 	 ７月	 ６日	（金曜日）

ＷＰＦ出
しゅつ

演
えん

者
しゃ

のロックバンドＦｌｏｗ（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

優
ゆう

勝
しょう

カップを持
も

って笑
え

顔
がお

の中
なか

島
じま

さん

出し
ゅ
っ

品ぴ
ん

作さ
く

品ひ
ん

の

募ぼ

集し
ゅ
う

を
開か

い

始し

１
０
月が
つ

開か
い

催さ
い

、
文ぶ
ん

協き
ょ
う

総そ
う

合ご
う

美び

術じ
ゅ
つ

展て
ん

ヤ

マ

ト

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
社し

ゃ

世せ

界か
い

の
ポ
ッ
プ
文ぶ

ん

化か

集あ
つ

め
る

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
強つ

よ

く
認に

ん

識し
き

し
て
い
る
。
何な

に

も
恐お

そ

れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
強

き
ょ
う

調
ち
ょ
う

し
た
。

続つ
づ

け
て
い
き
た
い
」と
語か

た
っ
た
。

　

Ｗ
Ｐ
Ｆ
の
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

券け
ん

は

前ま
え

売う

り
６
０
レ
ア
ル
、
当と

う

日じ
つ

は
７
０
レ
。
１
０
歳さ

い

以い

下か

の
子こ

供ど
も

は
無む

料り
ょ
う。
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
同ど

う

サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
o

rld
p

o
p

festival.
co

m
.b

r/site/in
d

ex.
php

）
ま
で
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

最さ
い

大だ
い

の
深ふ

か

谷や

ネ
ギ
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

で
日に

っ

系け
い

二に

世せ
い

の
斎さ

い

藤と
う

俊と
し

男お

さ
ん
の
公こ

う

開か
い

講こ
う

座ざ

を
、
今こ

ん

月げ
つ

８
日か

午ご

後ご

２
時じ

に
開か

い

催さ
い

す

る
。
会か

い

場じ
ょ
うは
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

（
横よ

こ

浜は
ま

市し

中な
か

区く

新し
ん

港み
な
と
２
―
３

―
１
）
１
階か

い

会か
い

議ぎ

室し
つ

１
。
申

も
う
し

込こ

み
不ふ

要よ
う

、
参さ

ん

加か

費ひ

無む

料り
ょ
う。

美び

術じ
ゅ
つ

展て
ん

』
を
開か

い

催さ
い

す
る
に

あ
た
り
、
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

作さ
く

品ひ
ん

の
受う

け

付つ
け

を
行お

こ
な

う
。
受う

け

付つ
け

期き

間か
ん

は
１
０

日か

か
ら
１
２
日に

ち

の
午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

か
ら
午ご

後ご

５
時じ

ま
で
。
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
作さ

く

品ひ
ん

を
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

協き
ょ
う

ビ
ル
（R

u
a Sao 

Jo
aq

u
im

, 3
8

1

）
に
持も

ち
込こ

む
こ
と
。

　２１日
にち

に日
に

本
ほん

祭
まつ

り会
かい

場
じょう

で行
おこな

われるブラジル日
に

本
ほん

移
い

民
みん

１１０周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

の「一
いっ

般
ぱん

席
せき

入
にゅう

場
じょう

券
けん

」が
残
のこ

りわずかだ。現
げん

在
ざい

、文
ぶん

協
きょう

で配
はい

布
ふ

中
ちゅう

だが、早
はや

め
にとりに行

い

かないとなくなる可
か

能
のう

性
せい

がある。
　チケット入

にゅう

手
しゅ

には氏
し

名
めい

とＲＧが必
ひつ

要
よう

。１人
り

２枚
まい

まで取
と

ることができるが、もう１人
り

分
ぶん

の氏
し

名
めい

とＲ
Ｇも必

ひつ

要
よう

。
　文

ぶん

協
きょう

では１千
せん

枚
まい

配
はい

布
ふ

していたが、すでに本
ほん

日
じつ

午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

になくなると予
よ

測
そく

されている。問
と

い合
あ

わせ
は文

ぶん

協
きょう

（１１・３２０８・１７５５）まで。
　もしも文

ぶん

協
きょう

配
はい

布
ふ

分
ぶん

がなくなった場
ば

合
あい

、各
かく

県
けん

人
じん

会
かい

にも入
にゅう

場
じょう

券
けん

は割
わ

り当
あ

てられており、そちらに問
とい

合
あわ

せれば入
にゅう

手
しゅ

できる可
か

能
のう

性
せい

があるとのこと。
　なお、式

しき

典
てん

は県
けん

連
れん

日
に

本
ほん

祭
まつ

り会
かい

場
じょう

内
ない

で行
おこ

なわれ
るので、式

しき

典
てん

に参
さん

加
か

するには、同
どう

祭
まつ

りの入
にゅう

場
じょう

券
けん

を別
べっ

途
と

入
にゅう

手
しゅ

する必
ひつ

要
よう

がある。
　

サ
ン
パ
ウ
ロ
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

（
須す

郷ご
う

清き
よ

隆た
か

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、

大お
お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

の
川か

わ

村む
ら

真ま

由ゆ

美み

校こ
う

長ち
ょ
う

を
招ま

ね

き
、
恒こ

う

例れ
い

の

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を

同ど
う

学が
く

院い
ん

内な
い

講こ
う

堂ど
う

（R
u

a 
Ferdinando G

aliani, 
8

0
, V

ila M
ariana

）
で

７
日か

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か
ら
行

お
こ
な

う
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　
「
幸し

あ
わ

せ
に
な
る
こ
と
は
、

私わ
た
し

と
い
う
名な

の
世せ

界か
い

を
発は

っ

見け
ん

で
き
る
こ
と
」
が
テ
ー

マ
。
同ど

う

学が
く

院い
ん

は
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

の

１
９
５
２
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

・
松

し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

か
ら

発は
っ

展て
ん

し
て
、
コ
レ
ジ
オ
と
な

り
今こ

年と
し

で
２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え

る
。
川か

わ

村む
ら

校こ
う

長ち
ょ
うの
熱あ

つ

い
教

き
ょ
う

育い
く

論ろ
ん

が
聞き

け
そ
う
だ
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
う（
１ 

９
・
９
９
６
３
５
・
８
１
３ 

５
）
ま
で
。

倫り
ん

理り

セ
ミ

ナ
ー
、
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

大お
お
志し

万ま
ん
・
川か
わ
村む
ら
校こ
う
長ち
ょ
うが
講こ
う
演え
ん

聖
せい
市
し
日
に
本
ほん
移
い
民
みん
110 周

しゅう
年
ねん
記
き
念
ねん
式
しき
典
てん

入
にゅう

場
じょう

券
けん

残
のこ

りわずか、文
ぶん

協
きょう

で配
はい

布
ふ

久ひ
さ

さ
ん
と
二に

人に
ん

三さ
ん

脚き
ゃ
くで
半は

ん

年と
し

間か
ん

、
ほ
ぼ
毎ま

い

日に
ち

練れ
ん

習し
ゅ
うし
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
美び

術じ
ゅ
つ

委い

員い
ん

会か
い

（
太お

お

田た

レ
オ
・
ス
ス
ム
委い

員い
ん

長ち
ょ
う

）

は
『
第だ

い

１
２
回か

い

文ぶ
ん

協き
ょ
う

総そ
う

合ご
う

日く
さ

下か

翔し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
の
講こ

う

演え
ん

会か
い

な

ど
を
予よ

定て
い

し
て
い
る
。

　

世せ

界か
い

中じ
ゅ
うで
熱ね

っ

狂き
ょ
う

的て
き

な
若わ

か

者も
の

フ
ァ
ン
を
抱か

か

え
る
韓か

ん

国こ
く

の

Ｋ
―
Ｐ
ｏ
ｐ
グ
ル
ー
プ
「
Ｂ

　

日に

本ほ
ん

か
ら
は
ア
ニ
メ
Ｎ
Ａ

Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
な
ど
の
主し

ゅ

題だ
い

歌か

で

有ゆ
う

名め
い

な
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
Ｆ
ｌ

ｏ
ｗ
」
の
シ
ョ
ー
、
機き

動ど
う

刑け
い

事じ

ジ
バ
ン
を
演え

ん

じ
た
俳は

い

優ゆ
う

の
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